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倒j 午 餐

. 6.  

::z:s: 

本月定例午餐会は下記により開耀いたします内

追て今回はアメリカ文化セシター館長へーワーツ氏が臨席され本会に対しアリメカ建築図書を寄贈されることにな

っておりその贈呈式 も行L 、筒未公開の文化映画「プーヴァーダム J 某他数巻建築決函を映写致 しますから何卒御誘合

せ多数街l参加下さいますよう御案内申上げますっ

1、時 と 場 所 昭和四年 7 月16 日( 木曜日 ) 11時半より 12時迄集合

大阪倶楽部四階会場 Ｈ 冷房装置ゐｾ )  

1、催 アメリカ図:; 1f 贈呈式 映画 「フーグアーダム J 一巻英の他教巻

1、会費と締切日 350門 15 日迄 先着順〆匂j

¥ 、 - .

日綿実業株式会社社屋見学会

今問、中之島に新築された円綿笑業株式会社社屋は円綿笑業K K、安井設計事務所、大林組の御好意により 、建築

学会、建築よ会と共催でド記の通り見当かすることになりましたn 何卒お友達おさそい合せの上、多数御参加下さる様

お願い申しますn 筒、同社屋は地上 6 階、地下 1 階で建坪 1，642平方米延坪10，∞7平方米で 、外奨(; t， 1 階石貼及び人

造石洗出し、 2 階以上タイルR占であるハ

記

日 時 6 月22 円午後 2 時

集合場所 円綿* 業K K主1 : 屋玄関前q

筒、参加希望者Ｈ主人員の者ｾ合もありますので予め当協会へお申込下さい ｮ

日 本 建 築 協 会 会 勢 委 員 会 委 員 長 浅 沼 猪 之 吉

ｾＭ…一一一一、‘一一一…ｾー

九州支部会員各位に御見舞申上げます

相 当 大 な る 御 被 害 ま 受 け ら れ た 個 人 正 会 員 の 方 に 対 し て 脚 か 御 見 舞 申 上 度 < ( 会 費 半 ケ 年 免 除) 該

当 者 は お 手 数 乍 九 州 支 部 を 通 じ て 御 申 出 願 い ま す。

今次九州各地に於ける水害は突に60余年探りと有:J' せられる天災で隣有の大被害の状況は日々のラ ヂオや新聞で報将

され全く鰐たんいたしております。F震災された各位に対し心から御同情申上げますの交通其{ 也の者fl合で御見舞に上る

事: も凶来かねますので取敢ず22 ｩｾ 葉否で御安否御 ｉ 司方々見舞伏差上げましたが 、ま ｅ に紙上を通じて更に会員各伎の街 ｬ

安全と 被害の僅少ならん事をひたすらお祈 りいたしますn

筒災害調査委員を派遣する事も困難事でありますので御混雑中と存じますが御被害状況や感想其他御意見等短片御

投稿下さるE誌を得力ば誠に幸甚と存じ紙上からお願し咋、たしますn

昭和28年 6 月20日

社 団 法 人 日 本 建 築 協 会 会 長 竹 腰 儲 造

- 会費分割払込みと会員増加について・

会費の払込みは 、 従来経理の者 ｉｾ 合上概ね六ヶ月分宛諮求いたしておりますが 、 今般更にお払込みの便 利を考慮し 、た

しまして下 記の著書領に依るｾーといたしました 、 何卒 一 層払込に御協力下さし、 。

1、 1 ヶ月父は 2 ヶ月 分割御希望される向は、本会よりの請求を待たず適宜に疾替用紙で随時払込下さい。 但 1 ヶ

月分宛の時( 主毎月お忘れなくお払込のこと n

2、 同一場所で一月分宛を( なるべく 6 人以上〉数人取線め下さる場合は、その場所をお知らせに より、市内なれ

ば集金に参上しますっ市外の場合{ 主振替口座御利用下さし、。

3、 お勤先の会計{ 系で毎月 1 ヶ月分宛給斜の時、引去りお預け願う向は、此旨お知らせにより集金参上しま す。

4、 以上の外は従来通りの方法で、 3 ヶ月乃至 6 ヶ月分宛を請求いたします。

倫、 6 月号会誌め遜り会員憎加を図っておりますので・同号添付の入会申込書御利用の上是非ー名以上の新入会を御

誘い願います。

日 本 建 築 協 会 主 計
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予て審査申出中の 「キルコート J r波形スレート J r ドライプイツト J rポー ル トナ ッ トJ の四件は審査の結果下

記の通り証明を発行した。

( 1 )  1 . 品名殺虫塗料「キルコートj

1 . 製品会社朝日産業株式会社

昭和27年11月13 E l 提出された資料につき本会建材審査委員会に於て審査の結果別記特徴に依り優良と認める。

昭 和8年 7 月 7 日

特 徴

(1) 殺虫力は確実で塗装後 1 年を魁屈してもその効力に変化を認めない。

(2) 施工方法及仕上りは水性ペイシトに比し遜色を認めな t 、。

(3) 透明塗料はその生地色を変化 させたり光沢を出 したりする事は殆んどない。

(4) 被膜ft J ; t較的強靭で、金属、漆喰、木部等に塗布しても腐触、剥離することなく、叉是等の材料に化学的変

化を与えない。

( 2)  1 . 品名 [ 波形スレート J

1 . 製品会社東洋スレート株式会社

昭和28年 3 月 4 日提出 された資料にっさ本会建材審査委員会に於て審査の結果別記特徴に依り優良と認めるの

昭和泊年 7 月 7 日

特 徴

(1) 強度が標準規絡より遥かに高いので裏板を必要としない。

(2) 殴水度が少い

(3) 耐久度が高い

( 3)  1. 品 名 「ドライブイツト J 3 0 0番型

1 . 製品会社 阪部興業株式会社

昭和28年 6 月 2 日提出された資料につき本会建材審査委員会に於て審査の結果別記特徴に依り優良と認める。

昭和28年 7 月 7 円

特 徴

(1) コγ グリート構造体叉は鋼材に木材、鋼材等の器材を隠間的に固着出来る。

(2) 取付作業が簡単で極めて能率的であるの

(3) 工具取扱が簡便である。

(4) 施工個所を汚す事がない η

(5) 施工個所の補修を必要 としなし、。

( 4)  1 . 品名緩止「門図式ボールトナット 1

1 . 製品会社株式会社門田製作所

昭和28年 6 月 6 日提出された資材につき本会建材審査委員会に於ーて審査の結果別記特徴に依り優良と認めるつ

昭和28年 7 月 7 日

特 徴

(1) 着想がよし、n

(2) 振動によっての緩みは認められなし 、

(3) 一旦緊締した後でもネヂに余裕の生じた時は筒緊締することが出来るn

仏) 緊締したものでも必要の時は工具に よって緩める事が出来る。

(5) 緊締も緩めも一般工具で取扱える。

(6) 価格は低廉である 。

( 以上〕… ・… ・

建 材 審 査 委 員 会 社団法人円本建築協会会長 竹 腰 健 造

同 建 材 審 査 委 員 長 置 塩 奪

備目下審査中のものは、 I 日本スタツ コJ ( 塗壁材料〉。下回式「エラスチツ F 球部器材J ( 雨樋暖突芙の他〉。バネ

ル離型剤。 rエマノレリシシ J ( 外装色そノレタノレ吹付及昂u毛塗) 0 rホモゲシホノレツ J ( 人造木材7。連動突出しと出し窓

等である。会員各位に於かれましても斯界向上発展の為め新旧資材の審査申込ある様熱望しています。
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面

句

北 面 将来この建物の前面に 40米 計 繭

大 阪 市 教 員 会 館
道路がつく

腰 廻 h タイ 2レ

位 置 大阪市東区法円坂町 6 呑 地
上

部 ソリヂットス F イン

規 機
鉄筋コ ングリ ート 巡 回 階 建一部 地 階 付

掻 き 落 し

敷 地 面 積
2，000f平

建 築 面 積 662fキ

殴 計 監 理
大 阪 市 建 築 局

施 エ
大 鉄 工 技 株 式 会 社

電 気 玉 光 明3 機 株 式 会 社

水 道 イ呆 坂 エ まE 所

1 階 廻 b タイル

着 エ
26年 7 月 1 日

2. 3.  4 階 パノレコニ ーがつき 出

完 成 28止'f 1. 月31 日

し、 この建物の特長

南 面 となる

工 事 望量

ポー リγ グ

179，500円

地 耐力検査

建 築工 事
37，581，084円

官E 気
5，456，000門

給 水 衛 生 3，290，000円

11' ス 505，580円

ガ ラ ス
399，450円

官E 話
43，500門

合 計 47，425，114門
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食 堂 ( 1 階)

床 アスフ アルトタイ' レ

腰 タイ ノレ5 寸角

柱 割 ポ _ !J、. _ }. イノし

特別食堂 ( 1 階〉

床 ア ス フ アル ト タ イ ル

腰 タ イ Pレ

柱 却 ポ ー タ. ー タ イ ル

右きまiこア ー トモ ザ イ ッ F が 見える

玄 関

ス チ ー ル サ ッ シ ュ

ラ ァ カ ー 仕 上

食 堂

床 モ ザ イ ッ F タイル

ボ ー ダ ー タ イ ル

ア ー トモザイ ッグの を.面

鋭 棚 テ ラ ゾ ー



大集会室 ( 4 階) 図 書 室 ( 4 階)

同三 リノリ ュ{ ム 床 リグノイ ド

柱 ・ 梁 プ ラ ス タ ー 壁 ・天井 プ ラ ス タ ー

星章・天井 蛭 石 入 プ ラスタ ー

北 内 面 iこ映写室がゐる

人 員 200人 収 容

音 楽 室 ( 3 階)

正面 ア コ ス テ ィ タテ ッ グ ス

皇室 姪 石 入スタイ y i))(. 付

床 リ グ ノ イ ド

娯 楽 室 ( 日階)

バ ネ ル ア ー トモ ザイ ッ グ

飾 棚 テ ラ ゾ ー

柱 製 チ ー タベニヤ

壁地下部 サ ク ラ 羽 目 板

何 れ も グ リ ヤ ラ ッ カ ー仕 上

床 栃 7 ロ ーリ ン グ プ ロ ヴ グ



神戸銀行船場ビルデイング

建 物 の 概 要

位 置 大 阪 市 東 区 南 久 宝 寺町 4 丁 目 39の 1

般 計 監 理 株 式 会 社 渡 部 建 築 設 計 事 務 所

施 工 株 式 会 社 大 林 組

敷 地 面積 390. 35宙 坪

建 物 面 積 本 賞官延計 758. 02商 坪

附 属 建 物 延 計 50. 83面上平

総 計 808.  85箇 坪

構 造 概 要 本 館 地 下 1 階 地 上 4 階 建

基 礎 ・生松丸太杭打地形

主 体 ・鉄骨鉄筋コ Y グリート造

車 庫 ・ポ ン プ 室 平 家 建

主 体 ・コ ン ク リ ー ト 建

建 物 高 さ 軒 高 地 上 50. 00尺

最 高 部 高 地 上 66. ∞ 尺

西 側 外 観

外 部 仕 上

北木島産花尚石姑小 叩 き 仕上

窓 ・二 重 ガ ラ ス 入 プロンズ製 w絡子飲込

正2面 隅 切

正 面 外 観
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ホ ー ル

ゴ ル フ練習場
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2A湯 沸 場

3 便 所

4 貸 事 務 室

階

3・41階

1  

。

ヘ

、

屋

圃• 
ー

• 

• • • 

便 所

湯 沸 場

守 衛 室

自 動 車 庫

ポ ン プ 室

駐 車 場

明

7

8

9

0

1

2

 

ー

ム

1
ム

噌

i

説階

客 溜

営 業 室

支 庖 長 室

応 接 室

金 庫 室

ピ J レ 玄 関

1

2

3

4

5

6

 

ホ - 71-

湯 沸 場

便 所

電 話 交 換 室

会 議 室

休 養 室

営業室l ! i Z 抜

階

1

2

3

4

5

6

7

 

2  

1 0  

zs皆会議室から営業室・客;留を望む

階 : n  1  

i

l

-

i

l

i

-

-

-

l

・
a

i

l

i

--

i

l

l

i

-

-

-

11 



営業室・客; 留 ( 1 階)

会 議 室 ( 2 階〉

営 業 室

床 リノリ ュｻ ム ｾｬｩ
床 リノタイルE占

壁 ・柱 大 理 石 ( 茶 奄 紋〉 貼

級殺敷

塁ま 塩 地プライウ

天 井 プ ラ ス タ ー塗 ペ ン キ 小

叩き仕ーと

ッドR占グリ ヤ

客 溜

{ ラ ッカ ー仕

床 テラゾ - ( 暁及び美濃

上

霞〉 研出実 織 目 地 入

天 井 プラスタ ー

壁 ・位 徳 島 県 ffi 大 理 石 ( 茶 竜

塗ペンキ叩き

紋) ｾ 占
仕 上

天 井 プ ラ ス タ ー塗 ペ ンキ小

叩き仕上

貸事務 所 Ｈ Ｓ ・ Ｔ ｾ 皆〕

床 リノリウム姑

巾木 テ ラ ゾー研出

腰 プラス F ー塗 ペ ン キ 仕 上

壁 ・天 井 プラスタ ー塗

金 庫 室 ( 地 階)

床 ゴム F イノレE占

巾 木 英 録 板

壁 ｍｾ 板 ｒ 占ラッカー仕上



1 . 玉 虫E の 村

欧米旅行から拾う

岡 橋 作 太 郎

編集子のお需めに応じて私の欧米旅行で織った二三の

写真をお限にかりたことから、 その説明の為めに一文 re

草することにな ってしまいま した。

昨年の秋も深まった一目、 バ Mの近郊グニ<. 1レサイユへ

参りました。 あの頃全欧州 iこ勢威主主ぶもののなかったん

イ14‘世がこのず. x . l レサイユ宮となって今日この東方から

〆 3.  王妃の村

2.  玉虫己の住いと玉突湯

のー旅行者でゐる布、を圧沼l してしまう様な気カ旬、 7こしま

した。百花一時: こ開〈雄時を現出したフラ y ス文化が、

建築家ル・ノストルやマンサーノレを 、通 じて私ｻ･ｾし〈惹

きつりないわりではゐ b ませんが、建築家よ 9 e 施主ル

イ王がこの英大なスケーノレとなって私を圧倒するのでし

ょう 。やがて歩を進め大トリアノンからノj 、トリアノンヘ

キューピッドの像のある 「愛の亭J の辺 b 静かな林のノj 、

径を通 ｢ 抜げると、 「 三ＧＡ｛ｾの村 ｊ と呼ばれるこの池の辺 ｢

PI ECf  d ' Mυ 6・‘ SUI S $ E $

4 齢 、



仁 fij ます乃今迄とは打って主主った自然な風氏、 i也b 樹も

建物色 。 金〈ほっとするのですの主" 日の佐いと :1L5入場 と

を軽くカーグし Tニギ ャラリーで j郎、 t-: 縦 ぴ fこ! 4t 物、組 b

階段には主主本がまつわっていますの 近 〈の岸 j LHごは水車

ノj 、屋まで作つであ b ます。此処には金色の唐草色大到1石

の階段ちあ b ません。 王者と云えども、彼のマリーア γ

トワネットと云えど色時々は人間らしい気持にな btこか

ったことを示しているものと云えませう 。秀吉がお茶を

やったことを一寸思いうかべました。

それから数日後朝バリの大学者! ¥市 {e 訪中1 コノレピ ジユエ

のスイ ス学生館をJ 1 ました。すで に皆機御存知 の も の で

すが色付の写真を編集子におみせしたのですo 外 壁 は 少

し濁った淡緑色、 Ｑｾ￯ 子四を水平Ｈて ｊ なった総 は銀色 、 ピロ

テ ィの 天 井:1 冴えたま7が か っ た は 背色 lこ塗られていま

すo ピロ テ f の下には黒ーいオ{ トパイカ玉置かれていまし

たも 茅関のホールは P リーム主白と灰と黒です。例のね

の換ー様は写真( 紙〉 をNi ったものでした。 この建物のこ

とは案内して呉れたスイスの学生から色々面白いことを

聞きました。 この建物の 一寸した欠点色聞きました。 そ

れ l二も拘らすも私はこの建物はやは b好ましいと，思いまし

た の 朝日に照らされた冷 Ｗ こし、硝子の函 ｾｪ さしい と思いま

し?この

11 月末にポスト y ( 米) 1こ参 b ました。 チ ャーノレス河含

へどてた対岸がケ y プリッヂで ハーグァード大学やM I

T が比処にあ b ます。御存知のグロピウス指噂のハーグ

ァードの寄宿合やアールトの M I Tの寄街命、イースト

ゲートのアバートメ γ トハウスを勿論見まし たのですが

ポスト γ 商郊で思いjJ: けすエエーロ ・サアりネシの建物{e

見るこJ : j) 泊 予た ました。この大学の女子容街舎は外患が

赤禍 色の煉瓦、」ニ下窓附1スバンドレは灰色金属、 軒' :7) 水

平線は銀色の金属です。左端の9卜壁は手し白色。( 第 G 図) 。

第 5 図も同じ〈サアリネ γ の近作で第 G 図の色のの近く

あ b ましたアバートです。外壁の一部は同じく赤褐色の

煉瓦ですが、他の部分は白 、賞 、赤、育 、緑の面に塗 b

骨子げられています。但しこれら色は何れる lポ色そのまま

ではな〈少し和らげられています。 静かな按f立ちの問』こ

明いげ' 九ど b ｾ喜ちついた雰沼気合政し ｦ Ｎｊ ｪ しています 。 こ

の二つの作品はムキ fij しなイデイオロギーを? 押しつけて

来る様なところが未鹿島な〈温〈貌しみ深いものでし

Tこ。

(童在者 日建設計工務設計部長)

4  スイス学生錦 コルピユジ工費量計 ( パリ 〕

5  サアリ; y .、ン近作のアパート

6. 女子寄宿舎サアリネン般計 (ポストン想外〉
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日 本 建 築 協 会

主 催

住 宅 委 員 会

出 席 者

スタール博士夫人

通 訳 大

H  国 次

高

樽

赤 松 修 ( 新工務庖専務〉

今西 茂 雄 ( 今西デザインノレ ーム 〉

小'"

正 ( 竹中工務庖設計部長〉

管 原 好 子 ( 大阪市教育委員会)

竹内 さく (神戸山手女子短大教授〉

津 村 重 一 ( 住宅金融公庫大阪支所建築課長〉

中村 ｴＺｾ＠ (損害保険協会建築課長)

吉村 ( 大同生命〉

脇田 ( 新工務庖)

渡辺市貞己 ( 大阪市住宅課〉

林 野 金 司t (大阪市大理工学部建築学教室〉

杉本 〈毎日新聞社学芸繊記者)

司会 中野順次郎 ( 大阪市教育委員会指導主事〉

あいさつ

( 編集係よ b。 出席者の 1 人 1 人の自己紹介は税者

には必要でないので略しますが、 スタ ーノレ夫人の紹

介t:: げを掲載します)

スタール 私 は ス タ { ノレ博士の夫人で、ナザン ・スタ

ール とし、ぅ 。ニ ッグネ ームはニナ ー。色々ものを書くと

きはユナー ・ハウ ・ス j l ｾ ｬ レとから自分は長年建築に

趣味をもっているが、自分の分野は主と して建築の批判

である 。

もう少し自分のことを話しすると 、) [ はト ーマス ・ェヂ

ソンの友人でー諸に{ 動いていた。祖母は老年に も拘わら

ず、自分の独創で家を四軒建てた。父の建てた家は展望

の窓があり 、 ( Pi ct ure Wi ndow) 前世紀に既にそんな

日 時 28 年 3 月 23 日

会 場 朝 日 ピ JL 事 務 所

完まを持っている家を造って大西洋を凡下したc

大高 ( 遥訳) スタ ーノレ先生はノミ ーナ{ ドA. 学を出られ

仙の穴学に も、 即ちソノレボンヌ大学、ボストンのM I T

( マサセ ッツ ・イシステ ィテ ュー ト・オフ ・テクノロジ

ー〉においても建築学を学ばれたτ その聞に色々本も脅

かれている 。ス ターや夫人は建築のt趣味の外に人種問題

にも興味を もたれ、南部地区委員会の委員で、南部地 方

の人顧問題に対 して尽力 してお られる 「近代人の初歩」

は一般の人に呼ひ・かけた本で、建築に対しても っと知的

でゐれ、と 啓蒙運動を しておられる ー

×  〉く ×  ×  

アメリカ建築に対する 3 つの影響につ

いて

国次 スタ ーノレ夫人の方で、話をスム ースにする意味

で討論の内容と して始めにアメリカ建築に対する影響、

民[Jち、 ヨーロッ バからの影響、 日本か らの影鮮、アメリ

カ自身の影響を話して下さるとのこ とですれ

中野 皆さんの街晴望もあると思うが、話がf高んでか

ら御質問を出 して頂きたい。私か ら自主的司会は出来な

いが、あしからず。

スタール アメリカの近代建築に及ほした影響が 3 つ

ある。日本からの影響、ヨーロッ パからの影宇都及び園内か

らの影鮮の 3 つである 。 日本からの影響は主として “ ラ

イト "と H レイ モ シド" を通じて入ったと思うが、その他

に、 大平洋沿岸の日本人、例えば、サンフランシスコ辺り

の日本人からも及ぼしている 。欧州の彩斜!f 主主として、

ドイツのパウハウス運動から、叉、スカ ンヂナ ピヤから

も影響が入っている つ之 l主主として木造建築の影響であ

る。はっきりしたことは分らないが、アメ リカでも盛ん

にパウハウス運動をやっており 、それかアメ・l カに非常

な影響を与えている つ第 3 に、アメリカ向井の巧紳は、

171崎紀頃からのもので余り評判はよ〈土 い

中野 アメリカ自身の彫4号、とは何b ・

スタール 17出 f 頃からのアメリカの建築J成式にはア

，:lltll l l l ml l l l l ，m. :I: : mに;a li l: ifl la Wlrlil l! :l:fl I! UI! lfI i m訂目1111・1:I ，!!): I，jl ll:l lll ・IIIU' mUtll f Un:l l l l l l lur rr nUI : mH:・::l liill lil::lt:::::: ・:::::.." 白::I::n: . !!' :田1ll fi ! :: :I!!'! !II H1! U! U: IW: l t: 'H: :li U:I:[I: iII::. :::: ・，r: u. : r: ' r: ・
t.I :;::. ・1:: 1;; ;:1/' 1
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メリカ自身のヂューニアスがあり、必ずしも英国の伝統

を受継いでいない。アメリカには石造建物が多L 、。之は

田舎に多いが、自分で考え出した様式のようで為る 。之

から日本建築の及ぼした影響について話すが、遠慮なく

皆さんの意見を聞きたい。 日本建築には自然を取入れる

ことが多L、。例えば、 lJ<. を取入れるとか、木材を白木の

ままで使うその肌の感じとか、自然石を取入れるなど。

場合によっては、部屋の中まで自然石を取入れて岩壁の

感じを出しているが、余り感心したものではなし、。

中村 外側と内側で違った材料を使うのは H; 本の影響

と思うが。

スタール アメリカ

の造園は余り自然とか

け離れて行過ぎのよう

である。之はアメ リカ

にも責任があるが 日本

にも責任がある 。アメ

リカ人は 1 を開いて 10

にも20にも表現するよ

うに、とかく極端に走

り易 り。 日本からの影

響で、例えば、岩を取

入れるのに山の一角に

家を建て岩壁 を取入れ、

それを部屋の一部とし

ている。叉失l祭に7.kを

取スれるとすれば、小

川の流れを、或いは プ

ーノレをそのまま部屋に

入れる行過 ぎをしてい

ると之は“ ライト" の

影響である 。襲細工そ

の他から家具の方に影響

を受けている 。友人でカリフオノレニアに帰った人は、花、

コ、ザ、或いは、環細工を笑際に家に取入れている 。

中村 日本の自然を取入れることと、之は少し意味が

違うで、はないか。

中野 それは後で。一応話を聞いてから。

スタール 17 ・ 8世紀の建築は南に面して家を建てた

が実際にはそこを開放していなかった。現在はその部分

に大きな窓を作っているが、之は顕者な日本の影響であ

るコ ソウラ ー・ ハウス( S olar House) は太陽の光を取

入れるために作ったもので、冬期、リピ ィγ グ ・yレーム

の奥深くまで光を耳立入れ、夏は反対に光を遮断する 。太

陽をコシトロ ーノレするためには、冬期の光線を導くと共

に、夏期の光線をj底きr るために大きな庇が要るが、之は H

ライト " が持ち帰った大きな影響である。 もう一つ“ ラ

イト " から受けた影響で、部屋の天井を部分的に下げる

ことがある 。之は日本の床の間、茶室でもそう だが、部

分的に部屋の天井を下げている 。 このことは “ ライト "

のみの傾向でなく 、現在色々の建築家が取スれている傾

向である 。それから、傾斜を利用して部屋の床の高さの

差を設ける 。従来は壁で部屋を区切っていたが、現在、

床の高さで到l屋を区切っている。之は日本から受けた影

響の大なるものであろう 。それから、 日本i J i t I ライト H

に与えた影響か、 H ライト " が日本に与えた影響か、皆

さんに聞いたのだが、

タイノレ、或いはテラカ

ッタを多くイ定用して凹

凸の函を組合し、動的

な面を作っているが、

之は面白し、。

小川 それは“ ライ

トH からの影響である

と思う。

スタール それから

アメリカで格子等で鉄

のパーを{ 史うとき、従

来なら曲線を多く取入

れていたが、現在は直

線を多く取入れてい

る。之も日本の影響と

思う 。

林野 日本からヨ ー

ロッバに、更にアメリ

カに与えているのでは

ないか。特に“ プノレ ー

/ ・タウト" 等が盛に

いっている 。

スタール 我々はスペイシからの影響で美しい曲線を

多く使っている。次に進む前に質問があれば討論したい。

中村 日本人が自然を変することは、岩を作ったり 、

石を作ったりすることではなく 、 自然の持っている味を

壊さないで、愛することである。 自然を取入れることが

自然を愛することの全部ではないと思う 。

津村 之は国民性の問題ではないか。

中野 自然の中に入ることで、自然を取入れることで

はないと思うが。

スタール 自然の影響とか自然を取入れることについ

て言葉のい き違いが出て きている。木の肌をそのまま使

う手触りを感覚的に取り入れてきた。旅館のなかの白砂

利等にその意味の自然がある。ペ γ キを使うのは日本の

1:11111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111l lII lll llI lI lI ll l ll1 ll1 l ll1l1l1 l ll l11l11 !11I 11I 111I 111I 11I 11I 1“1IIIIIOIIII IIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIUII111111111111111111“1I IIIIIIIIIIIInl l l l “11111111“"“ 1I111111nnl l RIIIIIIIIII“HIIRII II1111111111Rnnl l l l l l l UIIIIU降
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従来の方法ではなく 、木の肌をそのまま使うのが従来の

方法で、アメリカにも現t E この傾向が強い竺

今西 外人の見るのは主として経離宮、修学院離宮と

かに限られて、そ うL 、う特別の建物を対象としていて、

庶民住宅等は余り安i I られていないのではないか。

スタール アメリカでも、こういう 家は相当 i創価な家

で一部分しか行われてし、ない

小川 円本は部患のなかから額縁を通 して見 るc アメ

リカでは外のものをそのまま部屋のなかに取入れる。内

外の差がない プロッ グ等はアメリカの真 似である? 沓

鋭から上って くる所で気分の'H五換がある。話ーがはずんで

しまったが、このことは簸しくて分ってもらえないだろ

う。

大高 今誌は家の外側に縁側j とは違うポ ーチがあった

が、今ではポ ーチと住宅の聞の窓が耳支払われている。

スタール ヨ{ ロッ バからの影響は、皆さんがよく御

存知と思うが、簡単に進めて

L 、きたし、。 ョーロツ ノくから近

代アメリカ建築に与えた影響

は、金属を生地のまま 、 コシ

グリ { ト を生地のまま使い、

叉ガラス 、E主z屋根を使うこと

である。調段・品は単純な装飾

を施さない 、中国風のものが ;;." 

取入れられているのが現在の

傾向であるe

インデ ィヂネメな f 在来の〕

アメリカの先人の1711j 紀から

の影響は、木のフレーム( 骨

組) を作った方法 L之は日本から受けた影響でな く米自

身のも のであるが〕にさかのぼり 、本骨が鉄骨に進み、

結局リパ ーピんのような フレ{ ムワ{ グが終点、であ ると

考 える。ア j リカにも独自な建築家をu ¥している 。 “ グ

レイノ " は家は機械であるといっているが、之は“ コ J レ

ピジ ピ' の去を，科iを受けたのでなく 、彼自身のでjーである。

彼は亦オノレガニ ックという言葉も愛用 している。彼は現

代アメリカ建築の予言者である。伝統を離れて有機的に

玄きをおいている 、 “ プァウダー" 氏の作品は八角形の

独創的なものが為る。彼はどこの影響を受けず、独自の

立場で仕事をしている ε

国次 スタ ール宍人の言わんとすることは、アメリカ

に独創的な人を持って いることを強調 されていると考え

る。

スタール 彼のプ ランは外形にとらわれず、住む人の

利便に主体をおいている 。 “ リチ ヤ { ドソン" 、 “ サ P

パン" はh ライト " に大きな影響を与えた建築家で‘ あるつ

叫 m・111111111111111“11111111: 川市川川'"川 III BI I U・1川I川111111111111川川川'"川H川1111“11111111111111

“ ライト " については皆さんはよく知っておられると思

う。 “ ウェノレステ y プ"、 “ ノイト ラ川、 “ ジ ョンヤン

グ" は未だ若いが、この人達は独自な創作を発表してい

る。圏内的にはこの世紀初期のアメリカ建築が大 きく影

響 している 。それは単純な形で・表われている 弓今示した

建物も ＱＷ ｩｾ 紀の影聖書が表われている ｣

次に影響を多く与えているのは、納屋、小屋の単純な

建築、或いは- y : 校建築で 、18世紀当時の建物が最近にお

いて再認識されている 。

月賦イ圭宅その他について

月賦住宅に移るが( そちらに金淑公庫の方がおらh -C

精しいと 思 うが〉、 多く家を生産するに当り 大 きく動い

ている。月鼠住宅では払戻しの関係で支払方法として元

金が少なければ利子も少いが、元金、利子共に月賦1ft選

をする 。元 金、利子、税金をも合せて支払い 、20年、30年の

永い期間 i ( :j'l，5。戦前は最小住宅で 3 千ド〉レ位であった

政府もやる 。

津村 利子は ?

スタール 5%である

が、戦後では最低 1 万トツレか

かる 。例をとって、 1 万ドノレ

の家を月賦で建てるとする G

このときに20年間で返すのに

初めは 5 分の利子を支払い、

先に従ってだんだん利子を滅

らすのではなく 、初めから終

りまで、2 分 5 鹿なら 2 分 5

厘で、ずっと貸し続ける 一

津村 専門家でなくてよく

分らぬが、事業主体はどこか

スタール 銀行で為る ι 政

府が保証する 市も州も聯邦

大高 生命保険会社がアパ ートを建てるため、特に法

律を作って建てて良い ことにして色4 の方面から便宜を

凶っている 。

主主村 金を貸して呉れるのは、個人の収入に応じて貸

して呉れるのか。叉土地の問題は斡旋 して呉れるかc

大高 企業会社があって、土地及び家屋を提供する ー

中野 一戸の大きさはどれだけかc

津村 個人で希望したものもできるかζ

小川! 電建会社のようなものがやって l . るのではない

か。

中野 此の程度の家は労働者かこ叉は最低の賃金を貰

っている人でも買えるかc

スタール 何か殺を持ってし、る人で安い 月給取ではな

い、そのなかに家族が婚えて月給が多くなれば出て行 く

13 
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人達である。

津村 日本において 、住宅の問題では土地が重要な事

で‘ ある。 このようなことは自分で土地を持っている人が

少いために多くの地主を統合してしないことにはできな

い。土地の利用率が上れば上る程、地代が高くなって一

般庶民の利用する余地はなくなると思うが。

中村 日本のように地主の力が強くない。

スタール 土地改革法による法律で、之等の土地を強

行に取上げる権利を政府が持っている。政府が個人から

之等の土地を取上げた時には、個人は之を公共に使うと

いう事: を誓約させられる。叉一定の金利以上取れないよ

うにする。

津村 それに対 しては委員会もあると思う 。 日本では

技術家の地位が問題にならぬ程低い。

林野 去年の 7 月、“ ノイトデ' が来日した時に、ア

メリカの A . F . L の住宅委員の人がアメリカの住宅問題

について響いているが、アメリカには年俸3C削 ドル以下

の人が75 %"k>るが、30∞ ドノレ以下の人は住宅が建てられ

ない、従ってアメリ カの住宅政策は75% の人1';:: 対し E は

無意味だといって いるが。

スタール それは少し疑しい。

林野 年収幾らかで支払能力が分るが、之で果 して住

宅が建てられるのか。

スタール 米国で も或る種の団体が、 金を出 して法律

を圧迫するようなこと がある。金持のグループが政府を

圧して、低賃金住宅の発達を阻害している。公蛍住宅に

収 容 しているか ら、普通の収入ある人しか入れない。

中村 アメリカでも個人住宅を獲得することは難しい

ようだねっましてや日本では難しいのは当然だ。

大高 負けてはいけない。土地会社は儲るから公営住

宅の出来ることを妨げ ている 。

スタール 先の筑間 トツレの話は正確を欠くようだ。ア

イゼ γ ハウワ ー大統領は、公営住宅の政府の統治者を任

命 したが、と ころが公営住宅に反対意見を持っている人

を指名している つ

中野 予定の時間迄余りたいので、一人に一つ宛位、

興味ある問題について質問して欲しい。今迄出なかった

話でもよいから。

津村 組立家屋でアメリカと日本とでは、行方が違う

と思うが、現在採用されているものでどう云うものがあ

る虫、。

スタール 組立家屋はやっているが、アメリカは広い

ので地方地方によって具る 。必ずしも安くはない。例え

ば 1万円で建てる積りが、出来上りは 1 万 5 千円と云う

ように高くなっている。

小川 古い町の貧民窟の所で新しい家を建てると 、今

迄の人は家賃が高いので入れない。そんな人達をどうす

るか。

スタール 優先的に入れる。外に適当な家を見付けて

移らねば追出さない。

小川 前に自分がアメリカに行った時見たの だが、家

はできているのに、空で誰も入っていなし、。聞いて見る

と家賃が高いので入れないという家が多かった。

大高 収入が幾ら幾ら以上だと 入れない所もらる 。

津村 収入が幾ら以下だと 入れないと すると 、侮じょ

くされている気がするが。

小川 それはないようだ。

竹 内 シ守トルに行った時、 2∞ ドノレ以下の人を只で、

政府が入れている 。この事はワ シγ トン ナ1' 1だけでな く、

どの州でもやっているのだろうか。 8 軒で 2 階建の長屋

風のものだったが。

スタール 聯邦政府の援助でやっているから外の州に

もある 。

竹 内 ワシ γ トγ ナ|‘|以外で‘ 主にやっているのはどこか

スタール 聯邦政府だからどこでもある 。

大高 ナHのも市のも政府のもあ る。アメリカ中にある

それがバプリ ッタ・ハウスであ る。それを作 られたので・

は土地会社が困るから先に云ったように反対する人が出

る。全然只ではないだろう 。

竹 内 収入のある人はほんの 少し払っているようだっ

スタール 聯邦政府のやっているのも 色々ある 守

竹 内 ニュ{ ヨ ーク・イースト 23 に 立派なアバート

があるが、それは何でしょうか ?

大高 生命保険会社がやっているだろ う 公営のもの

議幼物吻回 Z22987の庖
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やら色々ゐる。

渡辺 住宅の大きな建設では、民間企業としてやって

いるようだが、日本では大きなものはないようだ。その

成り立つ理由を皆さんはどう思うかc

スタール It is j ust a  Busi ness.  

小川 向うは j広々と建てて売れるからだ。慌てて売ら

んで、良し、からね

大高 土地は田園だったのだろう c

スタール 今廻している図は市内から離れて 1 月の往

復電卓賃が17 トノL 仙かかる所でらる。 自動車で通うと、

バ ーキングで金を取られるので大低電車で通う e

綜野 日本の古建築に関する感想は。

スタール まだ充分に凡ていなL 、。僅かに京都で少し

見ただけであるc寺院等の木構造に面白味を感じている。

先の3∞0 ドル以下75%の問題だが、数字はと もかく 、収

スタール 良く分からぬが、恐らく将来良い意味の影

響を与えるだろう 。

中野 建築家が家庭の台所を改善するために、学校の

教育の中にまで力を借しているのかと

スタール 家庭の色々の用具を作っている会社が色々

な設計を指浴している。

中野 司会者から震後に一言質問する。 日本の建築を

色々えて、批判されている夫人がアメリカに帰って家を

建てるとしたら、どういう所にを取入れて建てられるか、

日本建築からどうし、う所を取入れようと恩われるかミ

スタール 障子である。明るい。大好きだコ

大高 ドメスチッタ ・サイエンスは学校より家庭の方

が進んでいる。

中野 永い間大変有難うございました3 時間が大分過

ぎましたので、まだまだ尋ねしたい事も沢山ゐると患う

入と支払の比例は普通 2 年間の収入が一つの家を所有す が、之で打切りたいと思う 。

る金となる 。 皆さん有難うございま した 2

菅原 学校の教育を家庭に持ち帰って応用することに

ついて、建築家がどの{ 立力を注いでいるか。学校の台所 詮、 スターノレ憾士夫人は 5 月中旬附米の途仁つかれ

がどの{ 立の家庭の台所に役立っているか。建築家がそれ た曲士滞在中、日本の建築家と楽しし、時間を過させて

に何れ位貢献しているか c 1頁いたことを宥んでおられたそうですc

終

鎌 倉 駅 前 歓 迎 塔 設 計 懸 賞 募 集

長ま食市役所c ! 士 、古いi Ti 設の駅前の歓迎塔に代るもの

を新築するため 、設計懸賞募集をしている つ

設置十要点は、観光的で恒久的権進、総工事費15万円前

後、昼 JI! J の景観に箆点をおく( 但し照明設備必要〉 、維

持受ノJ、額ですること等である ー

応玄規定t:!:、 1  平面、側面、構造凶、姿図( 採色) の

各! 烹図、縮尺 1/100、2. 工事概算君主をつける、年でゐ

るつ

締切期日 及び宛 先t士、昭和28年 7 月31日迄に鎌倉市役

所観光課へご

審 査 員は佐野利苦号外 3 名3

賞金は、採加 の設計に 1 万円 、佳作 自点 tこ記念品を贈

呈

f材、詳細 l士、鎌倉市役所観光課へ間合せられたし3

キ定

「一武 智 式 鉄 筋 混 凝 土 杭 基 礎 工 1  

特 許 ! 日信三角ｾ鉄筋混凝 土 枕基礎工 |  

」ーコシ ポジツト 、バイノレ( 長尺継杭〉基礎工ー|

測 量 ・地質調査 ・地耐力測定施工

特 砂 利 充 填 に よ る 特 殊 施 工 法

長 支持力強大。工事迅速。工費低廉

説 明 書 及 ピ 防 潮

能上、!At 土地宇野

iこ於 ける実践茨

進呈

株 式 会 紅 武 智 務 所工

成 締 役 社 長 福 留 並 喜

大阪市西区西長沼北遜四丁目ヨro 細菌手ピル三六号

電 話 新 町 @ 九 九 五~ 九 九 八 番
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じ談会

御出席者 t、五 卜音順 ・敬称略)

司 会 中野順次郎( 大阪市教育委只会指導主事)

建股業者 井上 穏蔵( 井上意且〉

大沢徳吾郎( 鹿島建設K K大阪支脂)

島田啓太郎( 清水建設K K大阪支脂)

山崎 広一 ( K K新工務所)

古野 与作 (西松建設K K関西支庖)

学 絞 側 相川 治 ( 京都工芸繊維大)

犬耳Z 徳 郎 ( 兵庫工高〉

佐古 字吉 ( 尼崎工高)

関原 猛 夫 ( 神 戸 大 )

委 員 側 日 野 勝 好 ( K K竹中工務盾)

益 尾 辰雄 ( 都島工高)

山 本 剥雄 ( 大阪市立工芸高)

鷲尾健三( 教育委員会委員長)

』 れ か ら の 建 築 技

ど う あ る べ

として出たが、この問題は未だ残されて居るo 以上の

ような概括的な内容だがその中から題目を拾っても良

し、 日頃持って居るお考えでも良し、御自由に討論 し

て頂きたい。司会者 としてお願いする事は至宝では先生

と使う方の方 と居 られるが至宝での話は激論無礼になっ

てもt掛コな い諒解になって居るのでどうぞ御遠慮な

く。最初に日野さん貴方は前から出 て居られ るので、

その中か ら問題を見付けてお気附 きの点をど うぞ。

日野 この座談会 と同じよう なテ ーマで‘ 建築学会の二月

号の雑誌に載って庖・るのを見たが言・わんと す る所は皆

大同小異で学校は万人に気に入る ような所謂間に合う

人聞を作ることは出来ない事が発表されて居る。即ち

学校には夫々の特色があるもので、直ぐ間に合う人間

が欲 しいとの注文があるが、凡そ建築は教育の範囲も

広く且つ目的が安く早く 、更に美的要素を取入れて全

部を覚え込んで生徒に教えると云う惑は到底無理で

鷲尾 一言倒l挨拶申し上げます。いつも倒l忙しい所をあ す。叉突際に目に見、手に触れさす事が大切と思う。

りがとうございました。本日は第三回の座談会であり 例えばコ γ タリ ー トのエアメーターはこれ、A . E 剤

まして、第一回は事務所の方に、第二回は跨負業界の はこれと教える惑が大切でしょう。叉突際問題として

方々にお祭りを願いました。既に事佐誌にも出て居りま その使用方法特徴等を知って居るのも 全国的に見れば

す通り 、建築教育を現場の仕事を去にして考え直そう 極く一部分の人に恨られ、その佼用法を先生方が全部

そのための手掛りを得る機会を、と云う訳であります 知る事は無理でしょう。叉この笑社会で競争に勝って

から速貯なくどうぞ。司会は前と同じように中野先生 建築業をやって行く方は身体を張る所淫行く事があ

る。突際蛍業の商に於ては今日は束、明日はl Z 9 と云う

にお願いしたい。

中野 再び司会をせよとの事で同じ羽子で不l米いかと思 風に人を訪問しなければならない手下品な言葉だが、

うがどうぞよろ しく。この前の委員会の座談会の模様 身体を張る。実際建築を芸術として楽めるのは千旬衰の

;J : . 御承知の事ほうが、先づ前の一、二回の座談会の 一部と染者の穣く一部分で焔分の方は J 必要に応じて

簡単な報告をして、今日に移り f.:.¥' 、。二回の座談会で 徹夜はするし、叉一方では時間的制: ¥良で・ごまかしも黙

問題になった主な内容は、学校教育のやり方の中で、 認しなければならない事がある。叉・方米を悶ではつ

もう少し適性に沿った方向に生徒を浮いて行きたい。 て来い等と金さえあれば何でも出来るのだと施主は思

其れが学校で欠けて居りはしまいか、もう一つは学校 っている方もある 。本当に腕に覚えのある人なら良い

教育を今の適性に基いて専門的にやるか其れが不徹底 が、表面に於ては技術プラス身体即ち徹夜してもやり

ならせめて、思想、身体を健全にして素質を養って行 通す身体を持たねば仕事は進行しない場合が多い様で

こうと云う事、次に突業務を学校でもっとやって欲し す。それには学校を出た人が直ぐ間に合う ;:<JTは到底無

い、具体的には積算、見積を入れて欲しいと云うお話 理だ。基礎的な事: を万べんなく flnち高低なしにやる。

が出たっ卒業後の働き方について勤労意欲が欠けて居 業者は学校の特色を夫々要求して居るのではないでし

るから、学校教育でもっと強調して欲しい。叉一般に よか ? 私の考えとしては今迄の事が結論となり 、文部

真面目さが足らない、人絡の教育をもっとやって欲し 省でも毎年委員会を作って適当な方針で教育をやって

い、そんな話が出たが更に中学校を出ただけで建築に 居られるが間に合う人間ばかり作る事は理論的に見て

就く生徒の教育は ? 女学院に進む人の教育は ? は題目 建築を低下させるのではないか、間に合せ主義はし、け
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術 教 育 は

き コか一一一一一一〈第3 回・綜合関係) - !

ないと考える。一年二年の短同月で何が出来ましょ 3

か、所謂アプレに対しては IHJilj よ試験渋みです、被支

がなければならない。学校と同じように業者、事務所

も夫々特色があり其れに向く所へ行けば良し、。私とし

ては前から思って居る通りｾｦＺ校にばかり期待する事Ｈ［ｴ

無立任すきr る。f 1il ち突際教育法として業者から適当な

技術者を講師として学校に送る 、仕事をして居る人を

教壇に立たすようにすべきだ。間に合せ主主主に捨び付

ける事: ( 主生徒にも学校にも気の議だ学校は基礎的教

育に力を注いで健全な思想を持った人を作る。世の中

には極く一般的な常識で始末111来る事が多いのではな

いでしょう? 極端に云うと寧ろ学校では或る程度体力

のみを自慢しても良い、習ったZ与を広〈浅く応用して

業界に出てから色々な惑を身に附ければ良い。

中野 有難う御在いました。全般的にお話しを綴って居

るが先生方の御質問御意凡もあろうが、今のお話で島

田さんf 1 : 方の御意見は? 学校教育に対する注文は ?

島田 請負とすれば融通性があり、佐成な人が欲しいが

普通的に教える事は大切だが、どっちつかずで中ぶら

りんの人が多い。建築: 土範明が広く色 4 特授を持って

居る人が居るから在宇中から自分の適した方向に進ま

ないと不幸だ。会社は図面が描ける身体の強い人が欲

しい、が建築全体として考えれば11佐4i に身体が強く図

面が熔けるだけではそんな人は発注しなし、。延いては

建築界の発達を促さない。三年もあれば本人の素質に

合うように教育しでも良いではなし、か。デゲインに秀

れて居る人は英の方に行けばよい。構造之は教育の根

本であるが構造計匁をする事を阪がる。施工の方面も

細くなって来て居るから、その知識を取入れて教育を

する。設繍之は一番中途、手端だが話を悶L 、ても、機械

上りの人も居れば建築の方面の人でもやられる。総合

的と同時に専門的にも深くやって木人の向く所に向け

てやるべきだ。

中野 今のは大学を主とした考え方ではないか勺工高の

方は。

島田 工高の方もどっちつかずの惑をやって居るように

思われ る。両方結構だが三年f立になれば分けてやる事:

も考えれば良い。デザイ
γ

の下手な人が事務所に務め

ても仕方がない。

中野 弁上さん、大学工高の建築のこれからの生徒に対

主 催
日 本 建 築 協 会

教 育 委 員 会

時 昭和28年 3 月18問 自 2 時一七 4 時

徐 大 阪 建 設 会 費 官

してどう注文されますかa

井上 我々建築業者として若干首の '!tb、ら今同に到るま

で痛感して居る事があるが、第一に学校教育として素

質にi l ! 点、を泣く 質実問i J 健が基になって、その上に技

術商を入れて行く 、 こんな人が将来大成すると考え

るa 工高た学につL 、ては学生の数も違って居るし、要

求する点も若干忍うが、工高としては只今話a した経路

の下に共の人の特質を生かすと同時に、技術閣をも与

えると云う方向に指導して頂きたいち建築業者は昔と

ノ? とは聞きがあるが業者として考えるとき第ーに標準

となるものは大工業者だと思う。大工業者が八年十年

の年初を入れて木造から仕上げまで全て任され土工設

備に到るまでやってしまって施主に渡すのが今までの

やリ方で、之が足止寸年来の方法であった。同じ大工業

計でも学校建築、工場専門、住宅専門と色々あるが凡

そ民れに携り得る人を養成して居た3 四十年前の司王に

なるが開訴院の赤煉瓦の建物がある 3 之は金事uさんが

抜ｊｩ ｲｾ 長としてやられ 、 その下に柏木 、 小林さん其のｻ也

の人が跨られたが 、 金利氏が英の建築工事を最後迄ｾ

tt '1-1旨; 認された あの中には建築家としてはiill 伝省の工

:16 とI"J じやり方であり 、煉瓦も一枚一枚選別して隊E

なやり方をされた。鉄2同材ーは当時テレヂンタ商会の直

｜ｾで・あった 上古fl ノミラペットと壁のとりあいにー・寸角

{立の1. K 切押へ、設計には純鉛叉( 主アスフ アルトコ γ タ

リートを民充することになっていた。延長一千百尺程

あるでしょう 、それが放正にゐたって鉛角絡で成恋す

るときはほとんど至難な問題で、これがアスフアルト

コγ グリートで成浴した。これなは: r m絡と耐久的効果

も大であって {I 目。協は 5 バーセント伎である G これにて

ｾｾｩＧｬｾ 、技術の応用を痛感したコ現在ではその指導者が

まず訂函者、設計者、技i儲各従業渚ーが- - ) r . ，となって

工辿・の斗本をなすものである。共の時に感じた事: ; 主金

利氏は災地経験者で、英処へ西村と云う学校出の人が

居たが共の人は鉄骨の強度計算: をやっただけと思う 3

ｾｴ の建物が約 Ｔ Ｐ 年余り莱のま ｌ ある講を思う時に 、 芙

の後大阪に於いて建物が多く建ったが、大工業者の人

が主体になってやった建物以縫えて居る。止七頃は工高

で三年、大学で四年教えて頂くが間に合うかどうかと

云うと 、広範明のものをやはり頭に入れ運用方法を会

得しなければ将来役立たないき菅と違って近頃英独各
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国の言語がらり 、我々は充分理解出来ないが、語学の

要素は重要である つ質実な生徒を養成す る事は重要で

大学では専門の道に出て直ぐ間に合う人を選訳す る事

は必要だと思ふ。私は学校の方に関係 して居るが建築

業は大休に於て難しく値打のある建築家にならねばな

らぬ。頭は使うし体を非常に使うが得る所は物質的に

非常に 少し、。社会自偵色位をもう一段上げて頂く事( 主私

数十年の宿望である 〉

中野 今のは体験から割り出したお話しで したが、先生

方の方から質問なり、少し突込んだ話なり、或は先生

方の方から、今迄のお話しに対する御批判でもよく、

御意見でもよいですが神戸の関原先生は? 今の題目以

外のことでもかま4まな いから。

関原 私は学校で計画の講義をまbんまり役に立たない原

論ばかりやっている つ設備などの新しいことを教えよ

うにも、 仲々出来ないので寧ろ間違ったこ とを教えな

い方が良いと消極的になって、基礎のことばかりやっ

ているが基礎が出来れば何事もやれると思う 。大学を

出て入る所は割りに大きい所が多いので、す ぐ役に立

たなくても永い闘で見れば却ってよいのではないかと

思う さ設計製図でも 、余り経済の商等は教えられない

ので学生は理想に走った実際的に見れば少し危かし

いもの をやっている= デザイシ等外国の物を参考にし

てすることが多いので、実際に役立つとは考えられな

い。新制大学では教養を重視して専門の方に伸びる基

礎を造れ; ま良し、と僻釈しているので余り役立つ事は教

えていなし、。 日里子先生に実際的なことを教えてもらっ

ているか、そんな瓜で期待に沿いにくい。

中野 先の意凡に大体賛成の意見ですね。相川先生は。

相川 始めてなので纏っていないが、英の御注文は学校

でやっているのと大差ないのではないか。大学へ入っ

て来る学生は理想主義的な意慾を持うて入って来るが

その事に到して業界の方から少しも触れていないのは

それに対してこれで良いかそれとも良くは患わないが

我慢しているのか 、色々御意見もあること与思うが。

中野 それば後でお話しをしていたピくことにして、佐

古先生: 土

佐古 書室うた意見はないが工高の教課は時間数から見て

技術者として必要な最低のものを修得させる詣でいつ

はいであるから特殊な要求に応ぜられないのではない

かと思れ丁度洋服屋が既成服を造る様に誰にも荒ら

れる様特に手足が長が過ぎて一般向きしない様な教謀

の内容になゥていないが、それで良いのではなし、かと

思うているつ只直ぐ役に立つ者 と云う 事になると 、設

計と施工に軍点を置かねばならないが、之は相当実務

に経践のある人でなければ、完全な指導はしにくく先

生の弱点はそこにあって、従って生徒; 主的確な指導を
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受けぬま L 卒業して行くと云う事になる。私は学校を

卒業して以来、終戦迄十数年間実務についていたが、

当初施工の知識の乏しいのに因った経験をもっていま

すいようやく自信がついて来たのは十年後の事でーこ

れは学校で・の施工に関す る教育が不充分で・あった事が

大 きな原因である様に思い ます。( 勿論不勉強でもあ

ったので‘ すj 幸い現在担任学科の中に施工があり ます

が、此等のにがい経験は充分考慮に入れています。 ま

あ現在の工高としては本当の職業課程修得の年限はニ

ヶ年位のものですから直ぐ間に合ラ人間を造ると云う

事はなかなかむつかしいと 思いますが施工に重点を置

けばいくらか要望に沿う事になると患います。

中野 施工の問題を学校でやることについて可能性はあ

るか。ある程度の力をつけられるとの見込みか。

佐古 そう 、大体つけられると思います。

中野 相川さんの言われた学校の現状は之で良いだろう

とは』思って居ないが、余 り御意見が出ないので迷って

居 るとのこと 、之に付いていかピでしょうか。学校に

居て学生に引づられる犠になって居るが、皆さんの方

から格別f創意見が出なかった事について。

鷲尾 学生の中に建築に対 1〆て熱情を感じて高いものを

望んで入って来る人をどう導くか? 学校教育には、勿

論そんな問題があるが、こ 与に取上げるのは社会全体

としてマスプロとして最低線を何処に置くか r 問題と

なって居る。伸びる者を最低の者の中に埋もらせない

のは、学校の先生の方の問題である 。最低の者を伸ば

してやるのも学校の工夫であり、之を伸ばすのは先生

の手柄であろう 。

相川 私は始めてなので少し焦点が違って居た。

回野 端的に言って私は学校の建築科としては、建築土

法に沿う様に教える事: が大切ではないでしょうかコ建

築士法は、国家が制定したものであるから学後教育も

之に焦点を合わせるべ きではなかろうか。いづれにし

ても、建築士でなければ建築家としては立てなし、c 目

的は端的に英処へ持って行くのが大切ではないでしょ

うか実際に日本の建築士が良くなる時、 ooち世論に

問うて堂々と仕事出来るのは今後初年位はか L るでは

なかろうか ? 建築のJ涯史ばかりやっても建築の問還は

解決出来ません。寧ろ法規を矢! I らねば建築家と して資

絡はない。実用に沿った事をやるべきだ。私は卑近な

例だが突! 察本当のマラソン競走のトレ ーニングは外を

走って見なければわからない1日室育ちは駄目です。街

路に出て恵や人混みの中を走って途中で落伍しないこ

とが犬切です。

益尾 学校に居ると生徒に輿凍を持たさないといけない

こ与を痛感する生徒から積: 極的に動いて来る様に持っ

て行く事が大切だと思うが、 どういう風に其処に持つ



て行けば良 L だゐうか。

ｂ 野 何か目標ｾ定めて建築士を出来るだけ早く通る 。

そこへ題目を向けてもらう? u を注文したし、。建築士が

何人か居らなければ突際業務が出来ないこともある 。

兎に角現在では建築土は国家が認めた制度であるから

之に力を向けて欲 L.¥' 、。

山本 建築という仕官は健康、質実剛健体を張るという

事:1確かで、建築の卒業生は外に比して給斜が思る

い竺休を援らんならんは、忙しL 、は、給J併は窓L 、はと

なると 、建築をやる生徒は居なくなる内今の子供にそ

れを押付けると、現災を知ると共にをｾ｜がなくなり人材・

が来なくなる 珂のい L 人は機織、電気に行きたがり

顕のJ郎、人; 土方通リ入る傾向になる つ我々は兵池で苦心

する r 高校生‘ 土二J判、'i でそれを感じる。彼等に夢を持

たし、あこがれを一行たすことが大切である 。話が飛ぶ

が、時代ー的づれで、質実剛健にやらそうと我々はする

が、物の考え方か我々とよ怠う 。私: t . 宅島由紀夫の小説

を読んだが、室刀、降ればrlj ¥，、といった考え方、之が戦

後における若い人の聞に少し入って主将て肘る。主主処に

やはり建築が今の言われた規絡に無理に持ってゆこう

とすれば、人材 l主来なし、。それを理好しつ L 型にはめ

後と悩みを持ってやっている。その点、とられる側に

少し理解を持ってやっていた Y きたい‘

弁上 根本的には経理問題になっと来るe ノ〈小の工事に

か L わらずより安くして工事を取る 、その結果利潤は

微細で‘ 経迎I函が思わしくなし、から入社する人に対しで

も充分なふ. が出来ない 根本はそこにある 角総理をす

れば亀裂をゐじる 業界がお互に工事の重要本体性に

鐙み、採算を企うしようとする街祁iさえあれば他の業

界に劣らない 建築:1他の業界に比して作業時聞はー

様でなく、残業、徹夜おもせなければならず、相当の

気使いと、就労時等( ま最も多いが其の報いられる処は

少ないのである 業界は反省せねばならぬと思う

中野 間，芭ヵ: 外れたが、 f:l l Hさんのお話(1基礎約な事を

普因されたか、之をそのま与学校に入れるとSFを失っ

てまづいとｾ，われたが、問 ｚｅ は基礎 Ｇｉｾ の解釈が一致し

てし、なL 、しまづいと思うが2

吉野終獄笈毎年五、六名づ L べ学出を収用 L ているが

始め三ヶ月 f まは設計、 f t mをやらせているが、どうも

物をまとめきれない人があった竺完全にまとめる教育

に欠けているので; 工ないか、基礎がI M<ているから! '

年か一年以後に; 主出来るようになるが、 プミ業者以外h主

直ぐ使える人を求めていると居、小払の所は最初から

勿論あてにしていないが、将来の車柁il であるからまと

め上げる教育をもっとしてほしL 、 今少し総ての建物

を小さくても良 ｌ 、から平岡、 ｾｉιｉ Ａￍￎから強度計算 、 積算［

それに地形測量迄やらせた方がL 、L のではないかc 始

めからまとめることを当にする方が無理だが、鉄筋の

拾い出しも出来ないことはいけない。高遜な理怨は勿

論結織だがまとめあげることを卒業期にでも 、 もっと

やらせるべきだ。

中野 今のお謡、犬学: の方の先生やれそうですか。

鷲尾 この前見積りの事と同じ様にまとめ上げる力、意

慾は訓練出来ると思う。その方法は今の例が良いか、

他に方法を見付けるかは問題でゐるが、大学では摩ろ

未解決の問題を捜して工夫する人が必要だから、イ也の

教育の材料を使って訓練する事も必要ではないか。そ

れなら出来ると恩う 。 この前の算術の出来ない者に、

大竿出のレッテルをはるのはけしからんと雪われたが

算術の訓練も大学、中学、小学校の区別なしにやる必

要があるのではないか。

益尾 鷲尾先生は一般論であり私の体験ですが、私は若

い時数年竹中にいて学校へ入ったが、その時にまづ感

じたことは、学校の短計図面を見て之で果して家が出

来るだろうかと思った。生徒は自分の番いている図面

で‘ 家がjJ: つのだという確信を; 持って居るかどうか疑問

である。 この図面の寸法の通りにやれば家が建つとい

った事を先生も生徒も余り気にしていないのではない

台、

鷲尾 おっしゃることは貴方の場合には出来て私達には

出来ないと思う 。例えば鉄筋コンタリ ー トの建物を解

くとし、う時に、之をどんなラーメ γ と考えるかという

ことに差当り未研究の分野にぶつかる。

益尾 私の申しましたのは施工技術者になるには、他に

色々訓練もいるがとくにこの図面で家を建てるのだと

確信させる教育をもっとしたし、。

鷲尾子供には育てる閣から考えて或る程度ごまかしが

あっても一応育て L 行く事がいるのではな L 、か。

日野 例えば言i ] の続きですが社会的にも四年経たねば

建築士の z災験が受けられない規定があり、社会的には

余俗を凡ているからヨミ際的なIj : C を学校で教えて無理な

のではなかろうか ! 修斗; コースを出た学生を自分の所

に入れて何々全研究して来いという誌にして、会社か

ら特別研究生をI J : ¥さねばいけないと思う 。lIl J・fまやスケ

ートばかりやって三年を柊える学生がすぐ役にJJ: つ筈

がない。永い限で凡てやる必要があるのではなし、か。

益尾 私の学校は三年の短い聞にやるのだが、学校でや

って来た与が一生を方向づけている事が多いと思う。

阪大で鷲ｾ先生に伺ったが 、 始め頃は卒艶丘く迄建築

土木の何処へ行こうと決まらなかった人が居ったと云

う事である勺少くともあの事だけは自分が生涯をかけ

てもやりたいという嫌に何か一つだけはしなければな

らない事がありはしないか。

中野 今のお話( 主大へん結構だが先生同志でやるのでは

19 



. .. 一。山崎さん、大沢さん今の基礎的な事についても

う少し何かないか。まとめ上げる問題とか。

大沢 今の問題からは多少それで居るかも知れませんが

基礎的な事項として業者の立場から見た技術者数育に

就ての希望を云います。 尤 も私自身も業界に入ってか

ら日も浅く未だ分らない処が: ? f f l l . ! あって困っているの

ですが、建築は幸位学で技術的な事はもとよりあらゆる

常識が要る様です。建築は答が一つだではなく人によ

って答が出る場合が多い。それだから学校を新しく出

て来られる方が建築についてこれもあれも知っている

という事は望めないのではないか。現実は体カしー番大

切なのではないでしょうか。仕事が時間に縛られるの

で休で解決せねばならぬ事がある。' t ( に物事: を建築的

な正しい考え方で進めることが必要である。これはお

かしいぞと云う様に物を批判する注意力と批判力を与

えてやっていた r きたし、。叉現場のマネ{ ジメントは

技術のみで解決出来るものではなく 、結局人聞の精神

力 と人絡が問題となる。心身の健康、基礎的な技術全

般の教育或は人絡の錬磨などの点について学校は夫々

特色を持つべきで、はないか。向様に個人々々について

も特色があっても結構ではないか。目標が専門家か、

万能家かは業者、就職先によって違うが規模の小さ τ

会社では万能的なことが望まれる。事務は何でもスピ

{ デイになさねばならぬが、業者の仕事は殊に短時間

にまとめないといけないから、正しいデ{ ターを出来

るだけ多く与えてやらなければならない。デ{ ターと

いっても私達の時は物の寸法まで教えてもらったが、

現在は良い図書が多いから何が何処にかいであるか頭

の中の本棚の整理が出来ていれば良い。構造計算につ

いて云えば現在業者でやっているのは援角法、定点法

を使用することは少く殆んど固定モーメント法でやっ

ている様だが、これについてかなり 詳 しくやって欲し

い。吹抜や一部分に地下室のある場合とか、建物が不

斉形の場合でも実用的にスピーデイに解ける様に教育

して置いて欲しい。建物を総合的に経治的に設計する

為の兼合いも仲々難しい基礎などは設計の巧拙が工費

に大きな影響を及ぼすのでそう云った点に特に力を入

れて欲しい。叉現在の佼術者は附宇野設備に先庁る知識

が少し、。附帯設備を良く知る事が良い無駄のない建物

を造り上げる事である。施工は結局経験が犬切である

ので英の基本のみで寸ー分であると思う。

中野 内容を沢山ひれきしていた与いて有難うございま

した。

山崎 先生は基本的な事を教えて、あとは我々の方でや

らねばしょうがないと思う 。

鷲尾 大学、高校の卒業生ばかりの話だったが、大工、

鳶職の養成をどうするか、高校の卒業生で巾を広げる
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か 、 小学校を出たものを使うか 、 それとも補［ｩｩｬ所ｾ出

た人達を使うか。

中野 今迄余り話題にのぼっていなし、が。

日野 高校以上の人は少くても専門の技術をもって身を

立てるのであるから、出来得れば何かー妄イ立もって身

をたてるべきではないで しょうか。

鷲尾 昔の職工学校を造らないと高校、中学の程度では

因ることになりはしないか。

弁上 補導B r とは ?

中野 中学を仕iて六ヶ月或は一年て、何か一つ仕事をおダ

える職人をこしらえる公共的事業です。

山崎 強化したらどうだろう 。

鷲尾 この制度が建築業界にも必要かどうか。

山崎 なくて因っている 。政府から存liWJを与えてやる事

が良い。

鷲尾 九州の方では、大工さんの弟子等補導所に入れて

いるが、出てくる人は喜ばれている。そんなら若しそ

れを押し広げて コングリ ー ト工事も必要ではないかっ

中野 中学では義務教育でその間はデツチ奉公は出来な

い。中学を出てから補導所に入らないのは大工などの

見習に行く。

吉野 有者導F . F r は非常に良い。普通徒弟で六年か与るのが

三年で出来る 。徒弟は自分でおぼえる事: を主にして理

論を教えなし、。立派な大工になろうが、徒弟に居て椀

導所に行った方が短年月で芭ー以上秀れた大工が lil 来る

と思う 。今( 主良い大工がないので闘っている内

lC尾 そういう種類の殺人で先づ問題になるのは大工か

吉野 大工が主ですね。造作の取付万一つによっても仕

上が左右される 。

中野 補導所に入ると日給を出 してくれる。習って月給

がもらえる 。こんな機構はj街隼すべきだ。

日野 私共の庖でも戦争中五年位この機構を実施したか

戦後は種々の事情で中止したが、近々再検討しようと

する機運はある。

鷲尾 公共のｾｾ震としてやってもらはねばいけない ュ熔

接工の練習場はどこか。

日野 町工場でしょう 。私の所には、今度閉月一日に約

四十名近くの新卒業生が入って来るが、机を並べて玉

石混肴で同じ課題をやらせ様と患って居る。実際を測

量してこれをまとめ上げなさいという風に訓練して行

こうと思って居る。大学出、高校卒と中でわけで設備

犠造を一週間毎日各部長が出て毎日テストする 。菅の

士官学校の様な制度で行きたい、合絡しないものは適

当な部所にいってもらう。その様な惑を計画して居

る。叉費支風に早く 国1 ¥れる為に寮に全部入れる事を計画

している。

鷲尾 報酬の問題だが大きな角度から見てどうかc 工事



量と人間の関係はつ人間が多すぎ、るので安いのではな

¥，、台、。

山崎 デ - .!< ーをとっているがそう高い安L 、はなし、つ大

休似た織なものだ。

鷲尾 いや他の企業に比べて工業として機織 fじされてい

ないからか。人間刻利潤の関係は。

日野 全般の生活を標準においているので大して変りは

なL、。

山本 大会社は別だの

益尾 ノ ｊ 、さ ｈｾ Ｇｩへ高校の ｪ 幽 ｲ 数は行 く が、労災もなく、

時間の規定もな" 'P.!'i え行かざるを体なしの:開我をした

らそれでお終し 、。ー 疏業者に行くのは80人し、るがー剖

もなし、。

井上 例えば大林組、竹中工務自主宰大きい所は多少組織

的になり易く、所謂家族的な親みが/y くfよるのでは tr..

いでしょうか。

益尾 それは基準法では違法なんでしょう の

日野 いや現突はそうなんです。

井上 大会社としては成穣の最も良い人を選ぶ コその他

に健康の事: などあるが、学校にも[ t ! 乙の段階がある織

に悶じ待遇をする乙とは難しし、。労力によって良くな

る識もある。

山本 ひどい所になると三61 ' . も初任給でE置いている つ本

人は我々のしつけで半締してし、るが親が承知しない

井上 双方! ともに改革が必裂だ。

九州だよリ (! 有11言)

薄 与 荘

28.  7. 3  

330 ! 手米の豪雨洪水 tこてん州名県の被害甚大、 長崎 8

億、佐賀 ＱＵＰ 億、大分 ｬ ｾ ｕ 他、橋附 ＵＱＱＱＱ 意、熊本 ｇｏｏｪＩ 章、惨

状は新聞紙の報する以上 lこ個々の凄惨、集の河原のそれ

のごと人カ人智のあわれき全〈燐の行列に盤の水を流し

T二かの様です。 不尚幸に 1}('/' 錦織三日 /UhLHi 二尺五寸.

体下ー尺: : ; . ' " 寸寸断みとしてか只々 水深舎のみ計 b 計 b 、i笠

は天 lこ、ままよと落ち付か 5 るそ得なかった次第でゐ b

まし1こη 早速の御 JL舞伏何よ b喜ばしく感謝 iこ耐えませ

んじ 符/1 免

株式会社銭高組福岡支庖

28.  7. 3  

鮮啓 御町 E与なる水省格/1 .f1.舞 lこ接し j単く待fl 礼申ヒげます

御蔭を以て弊J苫管下各現場共収立てる松の被筈なく、不

幸中の幸と存じて居 b ます。

先11乍国在日高J j 互敢えす'御礼申 J 二げます。 勿々

株式会社竹中工務庖九州11支庖

28.  7.  ;j 

j 手彼 今回の当地方ノド' l ¥f に際しましては早. 速御量sl 亘な待u

中野 色 4 お話を受け給ったが、先程くばったプリ Y ト

の始めの方の版業分析の項の終りから二枚目の所に建

築技術を学校て‘ 最低限何処迄取入れるかこれからの教

育に教材として何を持ってくるかる見出そうとしづ一

つの案だが、之を御覧になって教育委員会の方て、突込

んで行きたいのだが先生だけでは手にあまるので、皆

さんに助けていた r きたし、っ仕事のめ』斤の中から能力

の基艇を引出そうとし‘ う考えでいるが、この事事の種

煩内容は皆さんに教えてしイニピ L 、て之を学校でまとめ

係と思う 。今上1も基機能力の問題が主になったが座談

会のみでなく、委員会の仕事を今後とも協力していた

，［ＺＮｾた ｌ 、。 教育を学校のみで考えず皆さんの［，Ｑ ＱＯ 協力を

ff / l ¥，、で最も幼果のある教育目標を凡付けたし、。

鷲尾 長い間貴重な時間を有難う倒l座厨ました。第一回

の時にも云いました通り、委員会は大望をいだ工いて

恨本問題を追求して居りますが会長からも励しをいた

正いて居りますが委員会としては続ける積りであった

が、一応問題も出つくしたのでいよいよ職業分析など

具体的な問題に本肢で炎込んで行きたいと患います。

その折は御迷惑をおかけすること L 思いますが何分建

築界の大事な板本問題となりますのでどうぞ御後援を

お願し、致したし、。f荷御気付の点がありましたら直接で

も結構ですし、御手紙でも結構ですし 、御注意いたど

けたら幸いと思いますっ

見鋒を裁きまして j平〈御礼申 l二げますっ

幸いに当支庖管内営 Ｕｾ 所、作業所等の被害 ｴ 士倫 ｪ［ＧＨ こ ＱＱＺＮ ｾ＠

ましたので何卒待/1放念 l之さいませ。

先す ｾ￬ 収急、ぎ港中 ｻ･ 以て御礼申 ＱＺ げます。 敬 具

三機工業株式会社福岡支庖

28.  7. 3  

j手法 今般のノj、当 lこ際しましては早速作11負1¥甚なる御凡婚

を賜 b 有能wく浮く御礼申上げますっ幸い弊支庖並 iこ関係

各現場共 i可等被管が御座居ませんでしたっ何卒倒l休心下

きれ皮〈移/1綴い申上げます Q

先ｾＺＺｴ右衛 ｊ 礼申 ＱＭ Ｎ げ ｦｪｴ 敬具

' . _一一一、、一一一一一一一一~

株式会社勝呂組九州i支庖

28.  7.  3  

Jぬ啓 賞金益i 待々1I 清栄の段およろこび申上げます。 きて

今回九州各地を襲った水害 iこ際しでは早速御町ー重なる待1 I

見舞を添うし、 j単く御礼申上げます。

おかげをもちまして、当支席並びに各向 5長所、現場共そ

の被害は極めて軽微でご 5 いましたから絢1安心下さし、。

収 ｢ あえす ･ 略儀乍ら寸緒舎もって御礼 ｅ 華々御通知申し ｉ ｾＮ

げます。

ヨド筆乍ら御一同織によろしく御伝え下さいまゼ。 歩J 々
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「学 校 教 育 座 談 会J 摘 要

これは、 三回にわ t: って教育委長会が 催した i これか

らの建築技術の学校教育はどうゐるべきか」 という主題

の座談会 iこ出 Tこ話題を、耳昔、が整理し、昭和27年度最終の

教育委員会 iこ提出した参考資料でゐる 。委員会での申合

せiこしたがってこれを発表する仁当って、発言者の氏名

と、その座談会回数を省略し、その代 9 Iこ、発言者の業

種( 設計事務所関係は設、建設業関係は紫、教育 、学校

関係は 学と略記〉 とその数を記入する ことに変更し、多

少字句の言TJ Eをした。話題抽出 lこついての不備は 、私の

至らないためでゐ る。街] 容赦願いたい。

X  
v  
， 〉て X  

鷲 尾

務系統に l向いていた。( 学 1 )

{ E学中に関して

健

建築: J : Ji'::l 、。 在学中から個性に適した方，';j へ心特 伎

を持て， ( 設 2 、業 2 )

某工高ではデザイ γ と構造のどちらにも偏しないよ

うにしている (当1・1 )

卒業の頃に関して

遠慮なく仕込んで卒業の時になって特質に応じて万

閣をきめたらよい ( 業 1 )

設計に向くか現場に向くか色々の特倣を 、 志 ｴ 月［ｾの時

学校から! J . .:Uらせてほしい ( 設 1 )

教育体系の問題について

目 的 : 一一 4  職場教育

建築技術者数育問題の根本にたちかえって、建築業 完成職業教育は戦場教育の段階で ( 10のろ1参照)

界と してはホントニどんな樹儲や教育を要求して L ‘ 5  初等華義務教育との関連

るのかを、現実にそこに働いている人々の体験に基い 建築教育 f特にデザイ y の基礎やしつけj は初等業務

て考えてよよて 、 その中に 、 安員会のｾのイ土与をｊＮｩＡＮ ｩｬｩ そ

うとする η

話 題 : 一一

教育の対象 f建築志望者j について

1  人口構成の問題

職場に比し卒業生が多い p 学校のl以容力を fi f; :楽人 1-1と

関連させて考えよ じ ( 学 3 )

2  建築への志望理由など

建築志望者の多いのは、椴場の需長ぶりもi見透の考え

による。( 学 2 )

志望者は、建築( 仕事内結 ・社会てーの位置J を知らな

いで授然と( 入学試験がやさしい 、就職率がよ L 、) 志望

するらしい。( 設 1 、学 4)

夢( 将来のデザイナ ー ・理惣主義的意慾から) を拙い

て来るのが多い勺 (学: 2 ノ

建築技術者の大部分( 正エンジニ γ でγ ーキテタト ! ! i 伝

一部ではないか。 I 建築は芸術な 1) I と宣伝し沿きた d

(学 1 、業 1)

3  適験検査の問題 ( 専門化とその時期J

入学商j に関して

入学前に素質が，匂くかとうかをijSべたし、 ( 特にデ

ザイン ) ( 学 2 )

莱工高で入学後 1
ヶ月に適職検査をしたら7 5 %がてお

包

教育の段階から与えて行くべきである， (学 2 )

6.  大学院

最Fよi級の
γ

ーキテタトは大学院で ( 学 1)

大学院へは職場からの委託( 派遣) 研究生を f業 1 )

7  職人クラス ( 大工 ・p.; 戦 ・熔接工等) の養成

公共的な所で。職業情i消所の拡充。 ( 業 1 、学 1 )

8  就職決定時期

与句、のは、その後勉演しな 1，、し困る" (楽 1 、学 1 )

教育の根本方針について

9.  一般教養教育の問題

卒業生は健康であること ( 設
1 、業 4 、' や 1 )  

人間教育が j f 切 し つ け 教 育 佳J; 労意慾 ・長上に対す

る態度 ・泉南ド! さ ・責任感 ・まとめ上げる; 芯慾) カ不足

考えが甘い ( 設
3 、業 5 、学 3 )

f I MFHillI 指揮者の手足となつて脇断「円l ω ず引刊刊川行仕川j土:汀呪

す- る人をつ〈れ♀ ( 設 1 )  

(若い人Li : イキナリ大家の真似をする ( 設 1 )  

専門教育を沼じてのf印象教育は時間的に闘脱出t l )

しつけ問習は社会と学校の共同立迂 ( 学 1 )

しつけ教育については職場教育の始 〈比習期間〉に凶

教育するの ( 設 1 、業 2 )



10. 専門教養教育か職業教育か

新学制は専門家をつくるよりもゼネラルな人聞をつく

るもの。( 学 1)

学校では一般的な( 基礎的な1 知識を与えればよ L 、。

(業 2 、学 1 )

Ｈ ＯｾＧ ・識のある身休のよい人をつくれ 。Ｈ業 Ｒ Ｉ

l 融適性のある健皮な人をつくれ( 業 1 )

就職後職場教育で仕上げるつ役に史つのは随分後のこ

と。( 設 1 、業 4 、学 3)

特授はなくとも、平均に頭の良い人も採用してほし い

( 学 1 )

突務的な I認を強調してほしし、 (.ft..'J.[ ・施工) (，i¥{ 1  

業 2 )

11 教育の規準

間に合う教育であるためr. : J j 訟業分析の結果に基いてや

るべきだっ f 設 1 、学 2 )

建築基準法に基く教育 ・建築土法にそう教育 「設 1 、

業 1 )

教育内容と方法

( 主と して妓術に関する問題)

12 技術一般について

チーム ・ワータで仕事ーをする人をつくれ ( 1没1 、業

1 )  

まとめる教育をしてほしい ( 業 1 )  

図簡をかくニとを億劫がらぬこと 。 ( 設 1 )

アイジヤの多い人をつくれ ( 設 1 )  

物を批判する注意刀と批判力を養え今 f業 1 )

罪際的な尚宏多く 勺突沼教育ヵ・不足している 「設 1

業 1 )  

施工 ・駁1' 1: を荒主主151. せょ っ f業 1 )

積l Hi 、' 学校でイ: 1 : 込むのは無埋必叫がない ) ( 設 1

2長1 )  

落ちのない徹底したものを他ける袈索会J J えよ - I 業

1 )  

細部名称等、余りにも簡単なことさえ知らない ‘ 「業

1 )  

附格設備の知識が少い。( 業 1 )

職業分析の結果に基いてやるべきだ。( 設 1、学 2 、

その他11の項参照〉

13 デザイン教育の問題

上手なデザイナ ーの養依は教師の手に及ぱなし、。入学

|時にz設計に向く人を採る以外になL、っ ( 学 1 )

デザイン教育は入手と製図室不足て' ! J "" ' o (学 1 )

デザインは楽んでー図面を描く以外にない。( 学 1 )

デザインの為のデザイ γ 、細訴の技巧を弄ぶデザイ γ

を排慢する 外国建築家の形だけを真似させるな。( 設

1 、業 1 )

フラ γ スでのデザイ γ 教育は、短時間でのスケッチと

それに基くまとめ上げの 2 木建ゥ (i 没1 )

14. デザイン教育としての視覚教育

工 I主iで: ' (1 白から、大学では内容的に教えるもの。良い

素質をのlますには工高の目からの教育が必要。( 学 1 )  

ブヲ γ λ では全部l l :l 燈でー教えている つ 〈設 1)

[!;i:闘を見ることを奨励せよ ョ 「学 1 )

15，デザイン教育の最低線

便所のことでもよし、から、 これだけは何でも知ってい

るというような教育をしてほしいっ c没1 )

卒業4-: に詳細図が書けることを主要求するのは無. f l l l ( 設

1 )  

自分のプヲ γ をま主めるだけでなく 、他人の描いたも

のを題解出来るようにつ 「設 1 )

スケーノレとボリュームの感覚を持ってほしいく設 1 )

一一以上一一

×  ×  ×  ×  

以上簡単で怠l涼のとりにくい資料ではあるが、読者諸

君に何らかのお役に立てば率である J しかし、出来れば

首擬座談会J己録について 、発言された方々の真意を御汲

取りm: きたいものと思う 勺

( 筆者 阪大工学部教授 ・本会' 27年度教育委民会委員長〉

2.3  



11111:1 建 築 材

新 し い

料 と し て の M 川

..6-. 

E ヨ 成 樹 脂

第1図

ポリエステノレ樹脂で作った

長さ 10択のパネ/ レ。 1 人で

もち逮ぴ自由でゐる コ

一、 ポエリステル樹脂

建築材料として使われる合成樹脂について脅くように

話が為った。合成樹脂の化学を専門としていることだけ

は確かなのであるが、不幸にして笑際の応用商について

は全く陥く 、いわんや建築材粉などということは考えた

こともなかったので、綜説をここにまとめあげるなぞと

いう業はとても私にはできなL たただ新しい合成樹脂の

中から建築に関係のありそうなものを拾い出して並べて

許していただこうと思う 乙

最近にやかましく言われ出しているのは、何といって

もポリエステノレ樹脂とよばれるものだろう c その原料は

例えば D A P ( ヂアリーノレ ・ブタレート 〉 とよばれる液

体である。 これを硬化させて型をつ〈ると、もうれつに

強いものができるのである 。

例えばこのポリエステノレ樹脂でトタン板のような波型

の板をつくる むそれを簡単に言へば、械にも上にも並べ

たてーると 、パラッグができ上る ーおそろしく手軽にでき

第2図 このパネ Yレで家畜小屋を作つである 。

明る いので照明が少く てすむ。

大阪市立大学理工学部

井 本 稔

上るらしい、そのくせ強度、耐久力なと 、材木でつくっ

たパラッグとは問題にならない三第1 - 第3図の写真を見

ていただきたい

詳細の性質はよくわからなレが次のポ ー トの例から押

しはかることができる c 16日Rの長さのボ ー トは二人の少

女が自由に持ち運びできるほど軽し、( 現に私自身、実用

になるていどの大きさのボ { トを、研究者が片手で提け

て歩いているのを見た) c このポ ー トをオ ールで一生懸

命に漕いで、岩にぶっつけても 、 こわれることはない e

完全に傷がつかない、

そして耐謀、耐ア/ レカリ、耐水耐j由、耐溶剤j 等の諸性

質がすぐれており 、そのつもりになれば透明度もし火、つ

したがって戦争中には前戦用として使われ、此間にはな

かなか廻ってこなかった。いまは温室用、移動できる工

場や研究室などを造るのに便利である。進歩した天幕の

つもり「その天幕を何等も恒久的に使用するのだ向。て

第3図 パネルで作った温室。強級で寒暑風雨

tこ? こえる c
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考えていいのかも しれなし、。

D A Pはコ ーノレタ ーノレからとれる ナフタリ y を空気酸

化してつくる無水フタル酸とアリ{ ノレアルコ ールから合

成され、次の化学式をもっている 。

0  

11 

ノ"- _ C- O- C H2C H= C H 2

1  11 

' - / - Cー O - C H 2 C H= C H 2

11 

。

D A P  

4 のD A Pが主成分の一つであって 、その他にベンゾ

ールを原料とするマレイシ酸系統のものもある 。 いづれ

にしても、 D A Pで言えば硬化させるのには次のように

する 。

D A Pをし、くぶん重合させておき 、それにス予ロ { ノレ

のようなものを加え、触媒をとかす。例えばいま 、板 を

つくるなら、硝子繊維を重ねて適当な厚さにして置き 、

それにし、ま 調製した D A P 混合物を、スプレイ ・ガンか

何かで吹きつけて、 しめらせ、上下を木のようなもので

もいいが、型になるもので挟み、軽るく加黙してやれば

それで出をあがる。 ( もっとも H本では完全にうまくポ

リエステル樹脂を使いこなすことは、まだできないc し

かしこれは時間の問題である c 近L 、うちに簡単に右のよ

うにして、何でもイ乍ることができるようになるにちがし、

ない〉 。

硝子繊維でつくった布を使うと省いたが、強い材料を

つくるのにはこのことは必要でゐる G ただ薄いもので、

ピ y と張った固いものだけが必要なら、紙でも綿の布で

も何でもし・いわけで、障子紙の代用品なぞ、 とく K 硝 子

繊維を使うには及ばないで為ろう 。ついでに記しておけ

ば、このポリエステノレ樹脂の障子紙はもう見本がでてい

るc 日本式の部屋にはどうかと思うが、洋聞の窓などに

用うれば、趣味も良く 、しかも半永久的に破れないだろ

うと者われる。スリ硝子の代りにも適当している 3

こうし、うわけで、電燈の傘、洋間の腰板( 作りようで

大理石の感じを出すことは容易である〉 、便所の周囲の

第1表 ポリエステ J レ成型物の性質例

Ｇポリエステル ＱＮＮＮＮＮ ＢＷ ｈ｟ｾ I  
| 硝子グロ 1  

樹脂のみ成型i 充模

した場合 |  

比 3皐 1. 2  1. G  

原 折 率 1. o4 

幽 げ 強 度 lbs /in
2

13000 43500 

曲げ弾性系数 11 4目 2 X  10
5  

26. 7 X  10
5  

7l <分吸収率2u
O

C ，24hr  0. 20，% 0. 2o，% 

夜 度 ロッ グウ エJ レ l l o 101 

シ ョア 97 

相町 富島 イ直 ft-lb 0. 25 

板、床、まど枠、天井板、などに軽 くて強い材料として

使われるこ とが期待 される。 その成型品の性質を表に し

てかかげておく。( 第 1 表)

また私ど もの研究グルー プ( 樹脂加工、昭二七、第一

巻三ニ頁〕 が実測したところでは、 次のような性質を示;

した。

第2表 硝子繊維入 b

1  

衝態強度 抵 抗 力

3 G倍 2. 3倍

42 1. 3  

G1 3. 0 

引張 b強 度

0. 8倍

0. 4 

2. 2 

第二表の基準と したものは、実験室で野田学土がf は!!t

したペ ーグラ イ トの積層板であって、その ものの何倍の

価を示 したかというのである。

私共の数字からみると 、抗折力は数倍、引張り強度は

同じていどで共に穏ろくには当らない。 しか し箆盤強度

の甚大なのには舌を まかざるを得ない。 この樹脂が防弾

チヨツ字、欽かぶと代用などに佼われるものの中で最優

秀品を与えると聞いても当然と思うのである。いまアメ

リカでは自動率のボディを一挙にして成型 してしまう 。

それはこの樹脂の作り易さもあるにちがし、ないが、万ー

に衝突したときの安全率もal " J 主にはいっているのであろ

うと思われる。

ポリエステル樹脂をどう使ってゆくかは、ま さしくこ

れからの問題で・ある。それは性質が立派であるというだ

けでなく 、大きい型のものも 、容易に成型 し うるという

点で注目されるのである 。建築用材料として、 どことど

こに立派に使いこなされてゆくだろう 、などと私にわか

るわけはない。 これから 〈こういう場所には、このように

使えると 、建築家ご自身でも街正風ねがいたいと思う。必

ず新しいモードが生れてくると信じられるからである。

二、ウッドライフ

アメリカの製品でウ ッ ドライブ Wood Li fe というも

のがある。内容は石油からとった沸点の低いガソリシに

7) < ，を反援する成分と、防腐剤j をとか したものだが、水を

ょせっけない成分は、シリコ γ 樹脂( 遊素樹脂〉で、ある。

どうし、う極類のものが、 どれほど溶か しであるかは、発

表されていなし、。防腐剤の方は 5 ，%含有になっていて、

O H  

Cl ーノ"- _ Cl

1  11 

ｃｬ ｾＯ 一 ｃｬ

( 1 )  Cl  

O H  

ノ"- _C

I  11 

Cl 一，- / - C l

( 1 )  Cl  

Cl  O H  

Ｏｾ ー ＱＧ ＧＧＭ
11 1  1  11 

"- / ' -/ 

( ID)  

それは上の式のような化合物、すなわち 、ベ γ タグ ロル

・フエ / - ノレ ( 1 ) 、テ トラグ ロJ レ・フエノ ール ( 1 )

rll l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l :l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l11111111111111111111“11111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111“111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111IIIIItuUIII I1111111111 
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王室の方でI ' >る。

こうしづ写真は多数にとられているが最後に第 8 図

( 次頁〉としてもう一枚かかげておく。こう L 、う木材で

パラツダを建てて、 7 年半後になお、完全にもとのまま

のように、きっちりしていたとい 3例だそうである。

三、樹脂セメント

化学薬品の腐蝕のためにコシ グリ ート構造が短かい期

間の聞に崩援するような場所に、樹脂セメ γ トが用いら

れるようになったっ これはフノレプラ - 1レからつくるフル

フリルアルコ ールを原料と する。

フルアラーノレというのは、棉の突や、麻の突、とうも

ろこしの穏軸( これらはすべて農産莞ー物である〉を硫酸

とたいて得られるもので、それを逮元して 7 1レフリルア

ルコールがえられるゥ次式にあたるで

C H - C H  

!I 11 

C H  C - C H 20 H  

¥ 、 /

0  

このアルコ ー ルをうすい駿と加熱すると 、 まつ黒 ｾＧｦ 占

2 ータロ J レ・オルトブエニノレ ・フエノール ( ][ ) の 混 合 いものになる。それを炭素の粉末、または砂の粉末、セ

物である 。

メγ トなどと混合 して酸性の触媒を含ませるつ これは例

これは木材製品の処理材である 。木材をこのウッドラ えば、18度のl毘度のときは、90分ぐらし、コテで塗ること

イフの中に三分間浸潰するだけで、次のような利点がで ができる。塗って しま うと 、50分ぐらいで硬くなって し

きる。 まう。夏季だと 、軟かい聞は30: 分間くらいだから、その

膨脹や収縮が減少する。反 りや歪の防止。亀裂の防止 聞に塗ってしまわなければな らぬが、その代り十分ぐら

カピを防止。腐ることの防止。虫害の防止。木材の表 いで乾いて しまう 。

聞にぬった塗料が永もちする。

第二次大戦中に、ポー ト、パラリッ F や病院の建築、

俸材、荷車、電柱、枕木等々に.利用されはじめ、今日で

は益々その用途がひろまっている。実験結果も莫大に遥

している 。

一つの例と して窓枠の例がある。未処理の窓であると

雨の日などにはキシンで、開閉に不自国になることが多い

8 年半にわたって統計をとると、 58% の日には、そうで

あった。 ところがウッドライフで処理 しておくと、その

ような不自由はないのだそうで、化学屋の私どもには全

く面白い数字である。念のため第 4 、第 5 図の写真をか

かげておく 。

第 4 図は 8 年半のあとでも 、完全でちゃんとしている

が、第 5 図の方の普通の窓( ウ ッドライフで処理 しなか

ったもの〉は、腐れかかってきていることがわかる。突

際は色も変ってきているのだそうである。

塗* l - の永もちの試験は朗らかである。右の第 6 、第 7

図は未処理の木材と処理した木材に、同じように塗籾を

塗って、ーと冬、戸外にさらした結果である。

むろん紡箆な方が処理した方で発泡 している方が未処

IIIIIII IIIII IIIIIIII II:! IIII IIIIII・111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111lllllllll lI lll lI lltllllllllll lJ ll lI llllll lJtIl llll !J 111J1J 11I1l1l1U1l1I 1III IIII I1111111111111111111111111111111111111111 1111nllllll lllllllllUJIII IIIIII III WI Il IUUI・1II111I IIII IIIIIIIJIII IJII UII L
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この樹脂セ

メγ トは、そ

れ・で構造物を

造るのではな

8  醤薗腫?
L・"  ι 』一

く上塗りする

ものであるが

それだけで非

常に耐霊堂、耐

アノレカル性を

示すことにな

るのだそうで

ある。工合が

し、いのは、コ

シグリ{ トの地に強く接着しうること。

四 、 そ の 他

ここまで習いてきて、あまりに目新しいことばかり奮

いているのに気付く 。そうでなくとも 、現在すでに日本

でも突際に応用されはじめているのが多いのである。

まずポリ塩化ピニル樹脂。この安直な樹脂のシートは

テ{ フツレ・グロ ース、 カーテ γ 、窓のカーテ γ 等に簡単

に使われているのは周知の如くである。アメリカの家庭

やホテルのパス室やシ ャワーの仕切りには、必ずこのピ

ニ{ ルのカーテンが、たれていたことを思い出す。

また床張りに、プム板やりノリウムの代りに用いられ

出した。いくぶん膨脹させて、スボシヂ様に したものは

強くて感じも良いし、その上、何といっても不燃性なの

で都合がし、ぃ。最近に国鉄の電車は「不燃事j として、

天井その他に大量のこのピニールを用いたものを作り出

したと聞いている。なおスポンヂにしたピエ ールは肪熱

防音の壁にも用いられるだろう。

硬質ピニ円レ管は水道管、ガス管にも、必要な個所は

用うる。何といっても比重1. 4 という軽さと 、カE が容

易であることは便利である。電線Ｎｾ夜にピニＭＯレを用い

ておいたばかりに、火事が隣りの部屋へ燃え移るのが防

げたという例があるくらいでゐる( 洋室の燃え移りは、

電線を伝わることが多いということを聞いたことがあ

る) 。

百貨庖の食堂の入口に立っている大型の硝子板のよ

うなものが、メタ ・アタリレート系の合成樹脂であるこ

とは多い。加工が易しく、こわれ難いことは硝子板の比

でない。接着、模様付け、自由にできて、文化的な美し

いアトモスフェアを出していることは、誰でも知ってい

る。透明な階段の腰板などに、きれいに曲ったものが使

われていて、軟かい感じが出ている。はじめに述べたポ

リエステル樹脂も 、もっともっと強力な製品として、こ

れからこういう方面に延びてゆくであろうと思われるが

アグリレート系の樹脂でつくったシャンデリヤなど、 目

をみはるほど美しいことを思えば、光の屈折や透明度に

すぐれた点をもっアグリレ ー ト系も将来大きい希望があ

るように思われる。

それから例の有名なメラミン樹脂の化盟主板。食卓、販

売台、ときによると部屋の腰板等に、まっすぐに平面に

延びた美 しいメラミ γ 樹脂は立派である。一般に突用 さ

れはじめているのでくわしくは述べない。

最後に室内装飾家の人たちは化学繊維にいま異常な注

意をもちはじめた ようである。戦後の自動車のグツシ ヨ

γ はほとんど全部が、サラ γ 系の合成繊維で張ってある。

Cl  

..... . 一一C H 2 - C一一. . ....

サラシ系 Cl  

サラシ糸というのは式のような構造を、一直線に並べ

た化学構造をもっているが、水や泊に強〈 、永もちする。

絶えずこのグツシヨンに脊中をすりつけている進鞍手諸

君の上衣がすりきれて仕方がない由であるが、こういう

繊維製品で新しい感触を出すことは可能である。

ピニロ γ 、ナイロシ、アセテ ー ト等と次から次へ新し

い繊維ができてくる。そういうものの特質を呑みこんで

いて、使いこなすことはともかくも装飾家にとっては新

しい技術となるであろう 。

( 筆者市大理工学部教授〕

6 月 号 訂 正

@  10頁の リチ ・ウエノ ・リックスの筆者紹介 iこ美術評

読書記とあ b ましたが、“ 工芸意匠家、京都美大専任説

師" と訂正室主します。向、同氏はウ ィーン工芸大学出

身、ヨセフ ・ホフマンの弟子、元ウ ィーナー ・ウエル

グステッテ意匠部員の由。

@  21頁の図版中、 D or ic Order が逆ですので訂正し

ます。 23頁左上よ! J 9 行自の ( 13頁の図参照〕は ( 21

頁の図参照〉と訂正しま宇。

以上、鋒者並びに読者 tこお詑ぴ致します。

会 株

22E電IS器i司葺EE 

大 社式

阪

電 市 奥

話 北 村

完 耐 軽ヨ堀 区 重 法 全 火

川@木幡 共

量
一四町 衝

安 中 軽量 一一

Q- =: 
任空 . いを鉄鉄天

一六二 商

七四番 庖

施 防 堅 一 一 一 一 一 一 ー一一一

番番地
エ |音 牢 ・ 御 骨 i骨 |井
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写真 1 - a

折た〉み椅子

政 岡 基 次

ま え が き 和室にも重宝されている c

短爆を囲んでトランプ・をしたり、浴衣がけであぐらを 家庭の婦人が毛糸を手編みしたり、或は所鵠洋裁をし

かいて食事をすると云ったl刷工、E のよで座る生活の魅 て、手軽に美しい被服を作って趣味と突裁を兼ねて満足

力ではあるが、椅子式生活の高能率と 、快適は今更賛言 させている様に、筆者は模型の飛行機を組立てる程度の

を袈 しなし、。和室は 1つの部屋で、食事もすれば、仕事 男子が、同じ{ 立簡単に而も 同じ伎の費用で、そして婦人

もする 。休息もすれば、臨 IRも出来る 。この復維な用途 がセ ーターを編むのとは比較にならぬ位少い労力で、好

を満足させてくれる苔々の最少仮住宅へ、更に精子式の みの家具を自分で製作し、生活をより一層盛にされる事

生活を持ち込む事は、余りにも慾猿り過ぎる事であるか を希望するもので・ある 。

も知れないの叉一方洋家具の値段は、今の吾々の生活水 殴 計

t容の透か上の方に在る 。斯うした八方塞がりの状態を、 休息の為のものか、作業用のものかによって、先づ形

何とか解決出来ぬものかと考えた末が、私にこの胸縁製 を定め、使用する人の大さによって、寸法を適当に決め

家兵を作らせるE搬になった。 ればよい。 日本の家は、部屋の大さが外国のものに比べ

潟産が色々の用途に使われている状態を、よく改めて て小さいから、余 り大きい家具は不具合な事が多い。先

見直してみると 、なかなか興味深いものがある。食事を づ製図をするのであるが、之は工作の事を考えると 、な

する時には 「茶ぶ台J が組立てられる 。済むと折りたた る可く 大き い図が望ましく、現寸図が工作には最も好者fi

んで片付けられる 。アイロ γ をかける時は、箪笥の褒か 合であるが、之には柑当大きい図板も必袈だし、製図を

らアイロシ台を取り出す。寝 る時は抑入から五百団が迷び する点からは形を見る上かなも不便でゐる。突際にやっ

出される 。それ等は丁度舞台の大道具の綴に 、主主の度毎 て見ると縮尺はメか% 位が最も製図にも工作にも便利で

に色々なものが持出され、叉片付けられる 。そして女手 ある。筆者は 1寸を 1趨として、即ち約% の縮尺を用い

で簡単に、軽 くなされている 。 ている。

そこでE 放の狭い部屋へ、精子式の生活を持込む為に 設計の要点は、部材の結合場所が復雑な仕口にならな

は、 「茶ぶ台J 式のものを考えると、; 辰も無涯がない事 い様、柄穴等は作らず、単に鋸で、切って釘で打ちつける

がわかる。 もし折りたたんで、取片付ける時に誌を小さ 事を立前とし、複雑な仕口も欠き込み程度迄とする事と

くする事が出来なければ、せめて楽に診動出来る様に、 接合点に幽け・モ{ メ γ トがかかる時は、なる可く 3 角形

軽いものが望ましい。斯うした目的を果して呉れるもの に組むか斜材を入れる様にする。叉釘には引き抜ける方

に、在来のデッキ ・チェア{ や、莱楽器庖の考案になる 向に力が作用しない様に心掛け、止むを得ずこの様な点

カンパス張の折りたたみ肱掛け椅子等がある。叉パイプ が出来る場合は、木捻を使用するか、釘を打ち通して先

製家具や、Z薬製家具も醤は小さくならないが、軽い為に を曲げる事とする。

m 



要 具 丸頭のものは装飾的にもなる 。折りたたみの回転部分は

鋭と金槌と錐で作るのが原則であるが、普通どこの家 力のかかる所は径 2 分のポ{ ノレトを用い、力のかからな

庭にで もある木捻廻し、定規、庖了等を使用す る。鋸は い所は木捻で よい。ボールト長さは、首下寸法を木厚に

この工作に最 も重要なもので、もし持合せのものを使用 3 分足したもの( 座金とナットの厚〉とする 。

する場合は、一度目立てをする事をお勧めする。新に求

められる方は、- T400円以上のものがよく 、型は小さい

もので、片方の周がなる可〈細かい両刃鋸がよい。熱心

な方には、胴突き鋸を- "J 奮発される事をお勧めする。

之は切口が美しく 、切味も満点で、突に楽 しく切断が出

来る。錐は絢自の四つ目鋒がよい。回転部分の孔明けに

は大きい三つ目錐か、査鋒がられば街よい。定規は普通

の三角定規で充分で為るが、大工の使う差金があれば申

分ない。部材の欠き取りと 、切口の糸菌をとる為に、庖

丁かナイフを使用する。

材 料

何処ででも簡単に入手出来る1舎の胴縁を主材料として

使用する 。胴縁は荒木寸法巾 1 寸 5 分、厚 5 分、材質(; 1: .

櫓上小宣li 程度のものを用いる 。長さは 2 問、丈 1 聞があ

る。従来この霞の家具に縁甲板や貨を使用したものがあ

るが、胴縁はこれ等に比して笥財断面が小さく 、経済的

であり 、工作も容易で、且つ出来上った外観も軽快であ

る。値段は最近上昇しているが 2 問もの上小節 1本約60

円度程である 。無官官材は割合に割れが多し、。従って上小

宮ii 材から木取りをした方がよし、。之を削ると、仕上寸法

は巾 Ｑ 寸 Ｔ 分 、 厚 Ｔ 分 Ｕ 厘弱となる。削るｾＮの厄介な人

は、材木屋に頼むか、{足利大工に消lj ってもらうとよし、。

大体普遂の木工で、 2 間ものを 1 日60;本、丈もので70木

エ f乍

図面に従って正確に墨付けをする 。 よく削った鉛畿で、

切口の線を付ける。真直に切る事は熟練を要するから 、

必ず 2 面に墨をする。胴縁位と侮つてはいけな し、。切断

面が斜な所は、図の上へ翻財を置いて正確に角度を取る

か、予め厚紙で担をとっておいて、それによって もよい

手摺等特に目立つ笥財は、f町l の無いよい部分から木取り

をする 。部材の正確な切断は、この工作の80%の成功と

見てよい。次に接合部へ錐で孔を明ける。図面に従って

部材が直角に交る所は定規を用い、傾斜している部分は

特に図に従って角度を正確に入念に釘付け宏行う 。常 に

見え掛りの方へ美 しい木が取付く様に心掛ける 。釘打ち

をする時、木が割れる場合があるが、之( 主釘が大き過ぎ

るか、木材が乾燥し過ぎてし、る場合である 。折りたたみ

式の廻伝部は 、 特にｾｾれの 起 らぬ様注意を要する 。 釘の

配列は間隔等正しく 、見た目に美しく並べて打つ。繋Jオ

を柱材等に欠き込んで‘ 攻作ける所は、柱Mを欠く前に必、

ず繋Mの巾を改め、際関を生じない様、少 し堅い 自に小

さく欠き取る 。欠き込みの深さは、繋材の厚より少し浅

い討にした方が見易い。

組立てを終ったら、切口をよく切れるナイ 7 か刺身庖

丁で糸簡を取る 。

塗 装

を消IJ る。木工 1 日の賃金を ω 0円とすれば、 2 問 1 本の 素地のままでおくと 、汚れ易いから、簡単に塗装をす

削貨は10円と云う事になるが、尤も自分で削る誌も、鈎 る。最も簡単には、ワ ツF スで拭いておいてもよい。j舎

がゐれぽ大した苦労て、はなし、。之は板や柱材と逸って、 等針葉樹は、砥粉等による目留めの必要はなし、。 ラワ γ

削巾が小さい為に、f包も軽く、仕上も容易に手際よく出 ・ベニヤ等は闘留を した方がよい。シ エラ ツグを二回以

来る。 上塗るか、最後の艶出しに、ワ ニスを塗る事もよし、。ラ

卓の天板はベニヤ板がよ L 、。厚は 4 分から 6 分f立てー、 ッタを 帝国 し、ペーバーを当て Ｏ 戸ら 、 ＱＰ 回位も塗ると 、Ｑｊ ｾく

卓の大さによって定める。 5 枚匁|のも のを用いる。普通 夜立派なものになる。テ ーフツレの天板は刷毛塗用のラ?

の板で適当な厚と巾のものがあれば、 0' J論それでよい。 ヵーを用いると、終湯等がかかっても塗簡が指せ' られる

野地に杉の ＳＭＴ 分板を張って 、 その上へ Ｓ 枚勾 ｉｾ の ｬ 惑がなくていつ迄も美しい。但し天板の様に荷額の広い

分厚ベニヤを 3 分釘で止めてもよ L 、。この場合は周辺を 部分の塗装は、刷毛斑が目立ち易いから、ガ{ ゼに脱脂

胴縁の 2 つ割で囲うとよい。 綿を包んだタンポを作って、 タンポ塗をする方がよし、。

釘は洋釘長 1うえ吋、及 1 吋を用いる。座板や背板等力 針葉材に対してラ ッダのI J &I以を防ぐ為には、ヂ ェラチシ

のかからぬ所に 1 吋を用い、英他の力のかかる所へ1 Y4 液を最初に塗っておくとよい。清色をする と宣li 等が目立

吋を用いる。釘の長さは木厚の 2 倍半が原則であるが、 たなくなるが、之の場合は、最初にオイル ・ステイ y を

長し、程打惑く、叉木が霊訪れ易い。腕縁を 2 枚合せて打ち するか、簡単には無色透明な塗料の代りに、安価な少し

付けて、 2 分位先が出て、打曲げられる長さのものが理 色の付いたものを使用すればよい。鈎自lj りの表面は、i泣

想的である。手摺や背阪の様によく目 立つ剖扮には、来 目が起っているから、塗装をする前に必ず細いサ y ド・

鍬の丸頭の釘を用いると見栄えがする 。張力や大きいカ ペ{ パーを当てる 。ベニ ヤの場合もベーバ{ 当てをす

のかかる笥扮は木捻を用いると一層よい。鉄製、真鈴厳 る。

金 、真喜食製がある。平頭のもの、九頭のものがあるが、

ー 一 一
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実 ' O l J

ここでは極く普通にあ

る家具を、胴縁によっ

て作れば、この様なも

のが出来ると云う 2与を

紹介するに止め新しい

意 匠等は、叉他日に譲

る事:とする 。 この突例

では、 3 点 セ ッ ト が

1，000円程度で出来上

る。ミシ ν 用椅子、台

ー所用椅子等簡単なもの

から数限りない色々な

も の が 出 来 る で あ ろ

コ。

折たたみ椅子一 一倍腕縁一式で作るもので、図面 1 、

' 写真 1 の様なものが出来る 。製図に当って注意す可主点

は、折りたたむ時に回転するから、図に示す如く

a l 十 a 2 = b1
十 b2

ーになる様に形を定める事と 、折りたたんだ時; こ嵩を小さ

くする為に、脚の交点と 、座受と背受の交点は、図の如

く材辺より 5 分の位置に偏心させる 。回転部十主宰4れを生

じない様入念に施工する 。組上り総重量は
2. 33厄 (620 

匁〉所要材料は次の通りである 。

槍 腕 縁 延 長31. 72尺

前 脚 長2. 20尺 x 2 本 = 4. 40尺

後 脚 1.  88 x  2  =  3. 76 

座 受 1. 40 x  2  =  2. 80 

背 受 1. 55 x  2  = 3. 10  

座 板 1. 16 x  7  =8. 12 

背 板 1. 25 x  5  = 6. 25 

前 繋 1. 43 x  1  = 1. 43 

後 繋 1. 34 x  1  = 1. 34 

-・・・・・・・E
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写真 l - b 折 た た み 椅 子

. J _ ー ー ー

後舵P1. 88 

後りT 寄.. 

¥ふ 1. '3斗

図 面 1 折 た た み 格 子

四i公止 0. 26 x  2  = 0. 52 

洋 釘 長 1 吋56本

木 捻 長1%，吋- 1 吋10本

ポ - 7レト 径 2 分首下1ーかTワ ッ シ ヤ ー 付 2 組

折りたたみカンパス椅子ー一ー櫓胴縁と帆布で作る。図

面 2 、写真 2 、3 参照( 次頁〉。製図をする時に注意する点

は、筋違の長さが詰I ] 脚の長さより長くならない事である。

これは折りたたんだ時に筋違が墜になって、上の柄が手

擦の下まで‘ 移動する為で・ある。柄は円形とし、図面 4 ( 32  

頁〉と同様にする。カンパスは使用していると延びるから

当初は充分緊張して延びを見込んで短い目に張り 、出来

るならば、仮止めをして 1 ヶ月程使用した後に本止めを

するとよい。ヵ γ パスの色は、汚れ闘の目立たぬものがよ

く洗濯を気にされる方は、木捻止めにするとよし、。組上り

総重量は4. 05庖( 1賞 80匁〉、所要材は次の通りである。

槍 胴 縁 延 長39. 88尺

前 脚 長1. 86尺 x 4 本 = 7. 44尺



写真2 折たたみカンパス精子と折たたみティ

・テーブル

I  1. 63 一寸

『 稽

Ｂｚ Ｎｾ ｾ＠ 1.量際P

1. 8ι 

ノ

「

そ」

写真3 カンパス椅子とティ・テープルをたた

んだ処

カ ン，、・ス

ｾｪ＠
カ〉ペえ町議方

工

ｾ ｻ主 陥 没

ι 隠ヨ脚 防各脚

力シパ' ス。止方 古シ，，:.):)

押

ヘ

ネ

図 面 2 折 り た た み カ ン パ ス 椅 子

当 ｊ 、｟Ｍ、ｾ、 ｎ ‘，Ｍ、ｾＭ、 ｊ 、叫台、 ｰ 、ｾ台、ｾ、ｾ、 ｲ 、， 、 ＮＮＮＮＮＮ，，ＯＧｖＢＮ，ｲ 、 ｲｲ 可 ｲｾ 岨ｾＭ齢、，、Ｍ、ｾ

後 脚 1.  86 x  2  =  3.  72  

同 上 2. 45 x  2  =4. 90 

手 摺 1. 70 x  2  = 3. 40 

倶1) 擦 1. 63 x  2  = 3. 26  

脚 繋 1. 70  x  2  = 3. 40  

座 受
1. 45 x  4  = 5. 80 

筋 違 1. 84 x  4  = 7. 36  

詰 木
0. 15 x  4  = 0. 60 

洋 釘 1%吋80本 1 吋32本( カンパス張用〉

ポールト 径 2 分首下1. 2寸ワッシヤ ー付 2 組

押 へ 木
杉 2 分 x 4 分 x 1. 33尺 2 本

カγ パス H 馬 巾 長2. 35尺 ( 2 脚分〉

肘掛け椅子一一胴紘一式で作る。図面 3 、写真 4 、 5

参照( 次頁〉。 背板に前提折りたたみ椅子の様な 、簡単な

線、型をつけると、柔か味が出る。座板の上へ、普通の座

務団を置いて使用し、夏は麻務団等を用いると 、日本人

の趣味にもよく合う 。最近流行のスポンヂ ・グッシヨ y

を使用すると 、掛心持は満点である。座板高は、澗ヨ厚を

滅じたものとする。唇: の上に用いる場合は、側繋を脚下

端に打つでもよい。写真は前例に方杖を打っているが、

之は事務所等で乱暴に使う場合で、普通家庭用には、そ

の必要 はなし 、c 前脚が胴縁 1 木で、貧弱だと感せ' られる

人は、 L 型に組合せるとよい。尤も強度上は 1 本で充分

である。組上り総玄盈は4. 611玉 ( 1質230匁〉 、所要材は

次の通りである。
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写真4 s寸掛裕子とティ・テーブル
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図面4 折たたみティ・テーブル

← 図 面3 吋 掛 椅 子

櫓腕綴 延長47. 76尺

JrrJ 脚 長1. 80尺 χ 2 本 = 3. 60尺

後 脚 1. 60 x  2  = 3. 20 

背 受 1. 55 x  2  = 3. 10 

座 受 1. 85 x  2  = 3. 70 

側 繁 1. 76 x  2  = 3. 52 

前 繋 1. 59 x  2  = 3. 18 

後 繋 1. 32 x  2  =2. 64 

手 摺 1. 72 x  2  =3. 44 

座 板 1. 68 x  8  = 13. 44 

背 板 1. 50 x  5  = 7. 50 

詰 木 0. 22 x  2  =0. 44 

洋 釘 174吋80本 Ｑ 吋 ＵＲ 本Ｈｾ Ｚ 背板用〉

折りたたみテイ. テ一プル一一E洞j凋同i縁縁と天板とで

る。図面 4ム、写Z哀毛 2 、 3 、 4 参照。脚の交点は 174吋の

丸頭の木捻を使用すると見掛けがよい 。 ポ ｾｬ レトにする

程力はかからなし、。木捻の先が脚から出るから、金切鋸

で切るか、錨で取るとよし、。天板受の脚との取付穴l主、

径 5 分であるが、ギムネがあれば最も好都合であるが、

無ければ 4 つ目錐で円周に添って夜気よく連続的に穴を

鎖み朗けナイフで削るとよし、。矢板はベニヤ板厚 4分内

外或は檎叉はラワン等の普通の板を用いてもよい。胴縁

を並べて打っても亦趣が変って面白い。前者の場合は、

真鍛木捻で矢板の悩天から受木へ止め、後者の場合は、

真鍛洋釘で受木へ止める。組上り総重量は2. 66]i 玉 (710 

匁〉で、所要資材は次の還りである。

檎目見緑 延長16. 22尺
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図 面 5

脚 長 1. 94尺 x 4 本 = 7. 66尺

上 繋
1.  58 x  2  =  3. 16 

下 繋 1. 40 +  1.  50 =  2. 90 

天板受 1. 20 x  2  = 2. 40 

天 板 ベニヤ板厚 4 分内外1. 5尺 x 1. 8尺

木 捻 ! 湖交点、1うえ吋 2 *

矢板11: : 1 吋 6 本

ご「も止「

釘 1114吋16本

テーブルーー 2 尺 x 3 尺の少し大型のもので、凶国 5

写真 5 に示す。但し写真は脚を胴線 1本で・組立てたもの

であるが、図面は 2 T抱きになっている。頑丈さを窪ま

れる方は、図の通り 2 丁合せのものがよい。天板を 2 尺

x  3 尺 としたのは、 3 尺 x 6 尺のベニヤから作る誌を考

えた為で、J . j 1 J に絡別ら意味はない。但しこの大さのもの

3脚持っていると、その組合せに より、 2 x 3 、 2 x  6  

2  x  9 、 3 x  4 、 3 x 6 の 5通りの卓が出来て、簡単な

会食用、会議用に用いて便利である。天板は前建のテ ィ

. テ{ プ、J レと同様ベニヤ板厚 6 分内外のものがあれば、

それに越した事はないが、この実例は、杉の 4 分板で野

地板を張り、その上 1 分の ベニヤ板を 3 分の釘で・止め、

周辺を櫓胴縁の 2 つ劉で囲っている。経3重量は、写真の

様に脚を 1 本で組んだ場合、 7. 6庖 (2. 040貫〉である。

所要資材は、図面の如くすると次の様になる

3. ∞ 

i べ・= ヤ 侵 l -i ト

天 本k 笹 2 . 8 0

ツ ナ 需 2 .6 8

T  プ ル

写真5 卓子と対掛精子

櫓胴縁 延 長40. 92尺

脚 長1. 91尺 x 8 本 =15. 28尺

天板受 2 印 x 2 =5. 60 

下平繋 2. 68 x  2  =5. 36 

上妻繋 1. 45 x  2  =2. 90 

下妻繋 1. 65 x  2  =3. 30 

方 杖 O. f)l  x  4  =3. 48 

天祇縁 ( 2 つ劉として使用する〉延5. ∞

天 板 野地杉板厚 4 分、巾 5 寸内外、 2 尺 x 3 尺

ベニヤ板厚 1 分、 2 尺 x 3 尺

洋 釘 1弘吋88本、 1 吋44本、%吋25本
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ベピー・サークルーー櫓鯛縁に、櫓の 1 寸角を補って

作る 。図面 6 、写真 6参照。折りたたむと 4. 2尺 x 1. s.尺

x  4 寸ーになる。叉組み替えると 、簡単に乳幼児のペ ッド

になるの感子と笠木、地夜の取合は胴突き 2 本釘打ちと

して、柄を入れるには及ばないc 材斜f: l : . 次の通りである

j創同級 延長77. 36尺

竪 子 長1. 71尺 κ 鈴木 = 44. 46尺

笠木 ・地夜 ( 巾を 1寸に落して使用する〉

4 ∞ x 4  =16. ∞ 

2.∞ x 8  = 16. ∞ 

受 子 6 個 延O 叩

槍 柱 1寸角長1 . 71尺 x 12本

洋 釘 1Y4吋152本、 1 吋12本( 受子止め用)

笠木と受子には文.中丸頭釘を用いるとよい

捻 締 12組木捻共

丁 番 2 吋 4 枚木捻共

←写真6

ベビー・サークルとベッド

上 サ ー ク ル

中 ベ ッ ド

下 折7こTこむ処

…. ……_ . . …一一一…一一一一一、ＮｾＮＮＮＮＮＮＮＮＭＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮ｟ＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮ｟ .......... … … … …  

幼児机一一写真 7 に示す様に、胴縁と杉の

天板で作ったものである。天板や座仮の木口

等を朗るい色のエナメノレで塗ると、可愛い家

具になる ご重量は2. 62庖 (7∞匁〉である 。

( 筆 者 松村組常任監査役〉

写真7 幼 児 机

お



杉 皮 葺 に つ い て 一、 γ

近代文化の発遣に伴い屋根葺材料としては、多種多様

あるが、 日本古来より一つの形式を保ち現在に至る迄此

の形式を伝えて居るものとしては、杉皮葺と主主筆の二種

類に大別する事が出来る。週日私は京都府丹波及大手1.1地

方え出張し見聞したる杉皮主主について列記して見ょう。

杉皮には色々の種類があるが目通り 12尺より 15尺イ立も

あり 、高さが20尺に及ぶ、厚さは 1 寸 5 分位もあるもの

も有って樹より硬い位で凡そ我々の持って居る樹皮の観

念より別個のものである。

一般の屋駅用としては「〆レ皮J i サメ皮 J i ナミ皮」

等がある。樹を伐るのはILじの地方に於ては大体春彼岸前

よ勺で、先ず樹のJ朱を錫で伐き:犬鈴で「イバリ J を払い

もう倒れてと云う時に主義縄をかけて大勢で引伺lす、後直

ちに樹皮剥ぎにかかる。

即ち皮の上に長を測って印を付け「皮廻し」で従と裂

き「へラ」で剥ぐ、真白な木目凡が陽光にまぶしく光り香

気と共に爽快なる感じを与える。斯くして木の廻りだけ

の巾の皮が取れる。自家用の「さらし葺」大和の「のし

ま喜」等の場合はこの ままの形で使用する のである。

「よろい葺及大和の「のし葺」の為には適当なる寸法に

割り揃へ手鎗の様な双刀の主義で、荒皮を削り落して長さ 6

尺 5 寸とし 3 坪 5 叉は 4 坪 5 位にそくる。そ して山より

運んだ皮は腹と腹とを合せて数十枚に重ね上部より石等

で重しをして置く、然して ＳＰ 日 ｾＴＰ 日 位置く 、 然る後 ｈ

光をあて壁に立てかけ陰干にする 。斯くする事に依り虫

の入らない様に成る、そして出来上った皮は来年まで蓄

積なし使用する 。即ち皮剥は春彼岸過より秋の彼岸イ立て、

有ってシユシが良いのは土用であるから盆頃が杉皮%d J e "

の真最中となる。

伐鎌で、 2 尺程度に切揃え是を「ナガ皮」と云い30年以

上 の樹は皮に「コロモ」があるから「コロ モ掻」で滋き

落す必要がある。厚さは30年以下で 1 分位30年を超える

と 1分 5 厘位から次第に厚くなる。皮の品等に依る種績

は「ナシ皮 J i フシ皮」の二種ありp . f ] ち節の無いのがナ

よ 田

2 吉野葺

主主

1::・

3. : ; ) し葺

A よろい笈

山i) j ¥;及丹

波方向に於

付る本! 各的

杉皮革であ

り、その軒

付は極に広

+;1)] 1' . を打ち

最初に長皮

Ｈｦｾ さ Ｒ 尺

知 井 郵 便 局 Ｑ 寸 ｾＲ 尺

2 寸) 1枚をを腹を向けて置き之を捻皮と云い次に伐皮

｣Ｚｦ［三皮の半分〉を Ｓ 枚 ｾＴ 枚置き 、 Ｈナカ皮〕長皮を Ｑ Ｊ 交

入れ再ひ. 伐皮の 3 枚 14 枚を入れ次に長反を置き端より

6 寸イ立の所に押えを打付ける。抑えとしてはi古径 6 寸内

外の竹を 4 ッ割にしたもので銑で穴を関付西洋主J 3 寸~

4 寸位のもので僚に打付ける放に小錦は皮の受けをする

のみて‘ ゐり 、それより 3 寸位の葺足で「ナカ皮 J : 3 枚~

4 枚 を誼き次の皮の隠れる税度の所に押えを打つては進

むのである。野

付は第 2 図の如

く普通11枚から

516 枚とするが

更に薄くも厚 く

もする ｾ ｬ がｬＺｬ ｊ ￵ｴｅ

る。棟廻りは第

1 図の如く平葺

の後の皮の次に

#  

第 1 図

シ皮で‘ 節のあるのが節J皮で‘ あるの大休 「ナ シ皮で20年以 長

上「アシ皮 ｪ で ＱＴ 年 ｾＱＵ 年伎の耐用年数がある。備大和

地方に於ては蓉伐と秋伐りとらり秋のは虫が付き易く春

伐 を最適とし一般に梅雨前に皮を剥ぐと剥ぎ易L 、。皮主主

の施工法について大別すると次の如くなる。

A  丹波地方 1 よろい葺 2 さらし葺

B  大 和地方 1 きり葺( タタキ葺〉

36 
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第 2 図

「きり皮 J 2 段を置き抑えを打て121と股かけてかぶせ税

笠と云う木を伏せる糠主主は両対話て弔問正校等で釘金でし; 王



っつける、大体に於て材質は杉材を主として使用し時に 枚目の皮は長さ 1

は槍材を用いて居るのも見かける。耐用年数30年- 40年 尺、 9 枚目の皮は

位である。 1尺 2 寸10枚目が

B さらし葺丹波方面に於ける簡協なる茸方でありその 1 尺 5 寸で普通の

野付は第 3 図の如く捨皮 3 枚が大体に普通の方法であり 皮を並べては竹釘

で打ち しめて普通

に葺いて行く方法

である( 第 4 図参

照(2))

屋恨の勾配は 4

寸配 5 寸配 5 寸 5

分配等で地方に依

り異なるが大体 5

寸 5分勾配が最も多く為にも良い。

道足は大休 2 寸- 2 寸 5 分が普速である 。例えば 2 寸

5 分の場合では軒付 1寸 5 分{ 立に泣き次第に広めて棟近

くでは 2 寸 5 分伎に茸き中程が丁度 2 寸程度に成る様に

する 、是は下より眺めた場合に葺足を一様に見せ屋恨の

横傷も様より軒迄が一様に仕上り無駄のない織にする。

ニの様にしないとどうしても軒先が早く傷み易〈成る 叉

葺足は皮の厚みに左右され、日/ l ち厚し白皮であれば 2 寸 2

分- 2 寸 3分伎に成り丸丸、と短かくなる故に長足は屋根

の勾配大きさ皮の厚さ等々それそ内れの条件に依り決定さ

れる ) jjtl え(f 第 4 図(1)の如く禁足 2 寸皮の長さ 5 尺三ツ

切約 1 尺 6 寸として 8 枚屯ねとなり総厚 1 寸 6 分之が一

枚毎に竹釘で打ちしめて行くのであるつ大体耐久力と し

ては30年- 40年{ なが菅沼である。隅の納りは図の如く一

定の寸涯に皮持へして泊き竹釘は皮の端より 3 寸位の処

より一列に歩み 1 寸[ れこ打ち別に皮の民の方より適当に

執＿ｩｴＭｾ乙拘メ ω  小 脳 り に 間 隔 1寸{ 付こj閥抗打つのである。

B 吉野主主 此の葺方は前工員のきり茸を簡単に した機なも

係 3 悶

了よろい茸」と問機で劉竹で押えるのであるが丁目芝吉野

の「のし葺 」の如く皮全体 を葺足として重ね Ｑ 寸 Ｕ 分 ｦｾｬ

に葺く方法である 。

J

匂

，'争、

(3)' 阿部分

第 4 凶

大和奈良地 ので大休 3 尺の皮を茸J n尺 5 寸に五き jl 汗付録初の 1 枚

方 A きり去 の背を下に向けてEでき 3 枚 - 4 枚; ) l ; _ ベて押への劉竹を釘

( タタキ葺〉 で打ち付ける反を 3 枚- 4 枚mね て 詳 し 之 を 3 枚話。せ

きり葺タタキ

i白; とも云って

杉皮主主の中で

も本; f i ¥- 的な工

法であり 、第

4 図の如く極

木の上に広小

舞 、小舞を打

ちその上に皮

4 枚話せ等よぶ、此の主主方: 土押えの対竹fが白 く光って叉

越のある葺方

でth り、名称

の如く吉野町

方面の地方に

良く見られ耐

用年数を して

は20年- 30年

イ立である( 第 b 図参照〉

;l'.n.1!l 

を並べて行くのであるがその軒付の厚さは色々で一定し C のし翠 「さらし王寺J と口様簡易なる工法で 6 尺の皮

ない一般には間の如く肝付10枚に施工される事が多し、。 を僅かに軍ねて葺いて行き抑へとしては劉竹叉は鉄線で・

今 6 尺四ツ切即ち丈 1 尺 5 寸の皮で葺くとして ( 5 尺三 約 3 尺間或は 2 尺間位に打留めて行く方法である。普通

ツ切の場合もある〉まずその半皮の背を下に腹を上に向 倉庫物置等に良〈見られるつ

けて一通り置く次に背の方を上向けて 、F皮 6 枚を i置き 8 以上地方へ出張の余暇をさいてその地方での屋根主主の

31 



方法等について見聞 した事を列記して見たので、あるがそ

の地方の民家の持つ様式その形の美しさ等色々と感じら

れ今後共充分研究して見たいと思う 。最後に途次車中よ

り見た地方の雑感を簡単に記して見る。

1.  山陰線初知より平家へ地方に依り異なるが此の

方面の積雪は 1 尺~最 高3 尺に及び民家と しては草葺が

多く平家方面より知井に至るに従って杉皮が多い、屋根

勾配は草子より棟まで一直線に伸び途中での屈折がなく且

妻の三角形の部分が大体 3分 1位板援りと成って居て上

部の方が空いて居る。之は屋内の煙出しの為であろう棟

の部分は杉皮で包みその上を竹又は小丸太て、押へ下の母

屋より針金叉は縄でしばりその上に重りの為の千木を置

いである， 大野村辺より此の千木の上に小丸太叉は竹を

架渡し千木相互間の繋ぎとし妻の部分にそりを持たせて

居る。

2. 東海道草津~彦根近時瓦衰が多くなり且入母屋

造が多い。革主主に於ても追々瓦葺と成り鬼瓦等色々面白

いものがある草芳の棟としては前記と程ど変りないが棟

押へも総て援を持って押へ杉皮は見られない即棟を麓を

以てかぶせ襲を円めたるものを以て下の母屋より止めて

居るが前記の如く千木を取付けたものもある。

備妻の部分は板を以て全面に張り水と云う字を切抜い

たものやその家の紋を切り披いたものもある。住宅内の

箆は薄縁〈襲タタミ叉はプザ〉等を数込んで居る 。

1953年3月 ( 筆者、大阪郵政局建築部勤務)

指

i 会 員 の 声 i  

i  九州の水害について思う i  

三角 ｲ Ｍ，，～， 、ｾ、～～Ｇ、却、却、穐～Ｇ、相、情ＧＢ、、《が、、戸、、向、ｾ =  

1 業 者 よ り E

今度の九州の水害に対 し、彼害者一向にお見舞申上げ

ます。千人近くの死者何千人の行方不明 ・負傷者、18万

回J歩以上の田畑の冠水、 130万近くの穣災者、22万以上

の世帯の: 被害、これら被害者にとっては、全くお気の毒

としか申し上げる外ありません。人よんで、 これを天災

という 。もっと も新聞などでみますと、何十年に叉とな

い豪雨がその原因のようｾＮ［ｽ，りますが、私はそうでない

と推察します。色々と調査団がし、っていますが、それ ら

の調査団の報告を新聞などでみますと 、朝日新聞に若干

出ていたと思うのですが、山の濫伐や地下用水のむちゃ

なほり出し、或いは河川の復旧工事の停滞、おまけに流

域の綜合開発がうまくし、かない( 例えば直接の原因とな

った夜明〆ム〉所に、大きな原因があると思います。 こ

の点、苦々建設関係にたずさわる者は、僚を正 して世の

批判をうけねばなりますまし、。色荷と文句を並べるよう

ですが、本当に、河)11の被害の出そうな流減の復旧工事

や、ダム、或いは社会施設をつくり 、農民や勤労者のた

めに、吾々の建設技術を生かしているか、大いに疑問だ

と思うのです。いたずらに、軍工事や特需 ・M S Aにの

みたよっていたのでは、大企業の一部はともかく 、中小

企業にとってもよくはなります まい。いつか倒産がくる

のではないかその不安定性を考えると空おそろしくさえ

なります。水害の原因をそのように天災でなくて、 「人

災」にあるとするならば、その責任は一体誰にあるので

しょうか。このように考えてきますと、この際、苔々建

設関係に生を送っている者は、九州の災害復旧のため国

民の各層と共に、資金や資材を送って一大国民運動とし

救済に当る必要がらりましょう 。吾々建設関係渚は今ま

での罪ほろぼしの怠味もかねて、今後一層の努力をしな

くてはなりますまい。それと共に、政府に再軍備などに

廻す費用をその様な農民や勤労者のための救済方法や復

旧工事綜合開発に廻して万全を期してもらいたい、そし

て、吾々中小企業が、採算がとれ、活動できる仕事を与

えてくれるよう 、強く要望せざるを得ません。
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私 fこ ち の

建 築 史

林 野 全 孝

中期ーその2 -

集合居住地の二つの形

集合居住地は大別して二つになります。一つは支配者

一族の居住群と 、今一つは公民中心のもので、す。前者を

A 群。後者を B 群とします。 A 群は叉、飛鳥地方を中心

として発達するものと( 第22図〉、 地方の被征服者の豪

放を中心とするものに分れます。叉 B 群は、農民の祭

回、恐らくは、弥生式時代からずっと続いて来た農村と

言った集合地と 、 ドレイ制時代が出来て以来、専業化 し

て来たいろいろの生産者の集合地( 玉造 ・土師等〉に分

れます。

B 新を形成している公民の数は、全体の90% に近く 、

その集合地は、人員は少いけれど、全国に散っています。

しかし A 群を形成しているのは、全体の 1 % にも足りな

い支配者と 、その奴鉾 ( 10%) でした。 しかし、事突集

会居住地を非常18 : 曽大させたのは、A 群であって、B 群

は、全然発注せず、わずか、10日叉は15日ごとに聞かれ

る地方市を中心に、やや発達したに過ぎませんでした。

この市も 、恐らくは、地方の上流階級のみに至便なもの

であったでしょう。( 駿f F iTの阿部の市、備後の深津市、

美濃の少川市等古い。〕

B 若手は生産的な集団であるけれど、 A 若手は消費的でし

た。群の5伝言匡は、消資的な重量塁走な本能を満足させようと

する階級の必要によって発展せしめた何物でもなかった

のです。

A 群の発達

このような傾向は、当然ドレイ制社会が発展するにつ

れて現れるもので、エジプトのギゼー 、ギリシヤのアテ

ネと類似点を持ちます。但し日本と非常に違っているの

は、都市イコ ール国家と い うことでしょうが。日本では

第 5 世紀初め、仁徳、の高津宮に、相当大規模な都市建設

が見られます。紀、仁徳14年に、大道を京中に造り南門

より丹比邑に至るとあり 、この一端が知れます。この計

画の上に、土 646 年孝倍、長柄豊崎宮が造られます。この

宮は、条坊の制があり 、英の後朱雀門、索E城等が造られ

た記さいが、お紀にみられます。更に、天平時代に入 り

ますが、この基礎の上に、聖武天皇の離宮と しての難波

京が建設されました。( 土730年〉。大阪城南、放送局東

側からこの時代の瓦が多数出ており 、その辺に内災があ

ったので・しよう。

その他にも 、大書官官や恭仁京等方々に条星のある都が

造られ、一時的にその地方を発達させました。

藤原京 ( 大和三山に図まれた地核〉

ａ ｾ 請が 、 長もノーマノレに発展 し た￬Ｆ涯は 、 やはり 、飛

鳥京から藤原京 ・平獄 ・平安への進展で しょう。

藤原京は、由紀や万葉集に出て来ますが、美術史で言

う白鳳時代に属し、大化の改新 ・大宝令後、その浬念を

ョ具体化させた都市として注目すべきです。 しか し境念乍

ら、その規模がはっきりしません。かつて喜田博士が考

えられた南北十二条の規模は、E各々 正 しい でし ょうが、

その後、大内裏の内の一つ、朝堂院の祉が( 第rJ7図) 耳

成山西南約 1 k mの地に求められてから、この都の条星

は再検討しなければならないようになっています。朝堂

院の祉は、昭和 9 年から18年迄かかつて、やっ と閲かに

されましたが、それは第38図の平成京とほとんど同ーの

もので、平安京のものとも類似しています。ここから出

る瓦は 、 復弁の主 ｭ ＱＡ紋で 、 新羅王 ｦｦｾ の主止から出るとの同

一種です。

町割は第35図のように、四妨が一つの区になり 、令制

の一塁四万となっていました。この一つの坊に一人の長

を置き 、四坊を合 して一人の令を置いて京の管理をし て

いまし た。( 大宝令)

平 妓 京

飛必地方に疾していた藤原京から、ずっと北上した平

城の地に蕊都した理由は、種々論議されて来ました。喜

田博士は、 j藤原不比等が、その勢力を延すため、旧勢力

の多い地を去ろうとした、( 帝都〉と言い 、 大井竜二郎

氏は、今西の京にある喜光寺一帯にあった、土師氏がこ

れを迎えたことも見逃せぬ、とし( 上代の帝都他〉閏村

吉永氏は、最近、土師氏〈菅原氏の祖〕が北カミら、南か

ら ｬ 成長原氏が、相呼応して選者 ｬｾ を促進した〈史述と美術誌

215号〉と言っています。その他に、 長安の都に対抗し

たものを造ろうとした3 そのため風水の恩惣に便乗 した

とも言われています。

しかし、これはいずれも外面的なことで、私はやはり 、
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都芳( イグハ〉門11.  偉竪( イカ) 門7. 談天( ダテ〕門3.  

美 福( ミフ〉門
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第 38 図 平 城 京 朝 堂 院 復JJf{

( 大井氏上代の帝都〉

来初tt 殿は唐招提寺の講堂として

現存している。( 下の写真〉

第 37 図 藤原京朝堂院証上

〔回本古文化研究所調査報告〉

第 39 図 唐 招 提 寺 講 堂

平城京朝堂院東切1長殺を天平年間移n したもの。

鎌倉時代 tこ大改築され、形は大分変っている。
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第 40 図

鄭波京条坊推定図 ( 竹山氏〕

これは 18態野街道を zド心に考え ら

れた推定で、大内裏は大阪械の函

南になるが、今の放送局東側と す

る説も有力でゐる 。
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生産的な面が大いに作用したと思いま す。藤原京と比べ

て平成京は約 4 倍、外京を入れると更に大 きい者s市を作

らねばならなかったのは、単に一氏族の安. 求によるだろ

うか。長安との対抗ですまされ るだろうか ?

かつて、一氏族が、余剰生産力を私有して、莫大な茎

を築きました。 しかし、ここでは、支配者 グJ レ{ プ、 -

A 群ーがこのような都市を築いたので‘ す。無 論天皇とい

う一つの支配者に帰すことが出来ますが、さて群の支配

者逮は、地方に国司を置き 、地方の生産手段を握って、

税を中央に送らせ、中央集合地威で、華美な消費をして

おり、中央に於ける支配者も、更に支配者間では封建制

に似た「さくしゅ」をしていました。特に支配者は、こ

ぞって私的な願望と 、きょ栄のため私寺を持つようにな

りました。この ように、支配者の余剰j 生産物が犠 し、慾

望 が、唐に見る ような、 立派な寺院や住居へ と質的に僧

大 して くると 、最早藤原京のように小規模な 、非計画的

な都市ではあき足りなくなったので‘ しよう 。 こうして、

大和から放れず、しかも 交通に便な地を、北辺平成に求

めたのではなかったでしょうか。

市

藤原 ・平城 ・恭仁等の者fi市には、東と西に市を持って

いました 。 大陸の者ｾでもそうですが、大体東は ＵＰ 詐り 、

西は30許りでした。 この市は官製の市で、市で売る( 交

換) 物資は、主に貿易のストッグや、豪族の弓寝な余剰j

品でした。 しかし、これらの物品は、一般の人々( 公民

以下〉にはほとんど無関係な存在でした。なぜなら、交

換し買うにも 、 もとになる金( 物) がほとんど無し、から

です。

筒、当時の都市は、全く支配者逮だけのコミュニテイ

センターのようなもので、天皇の住居を中央に、その関

係建物と離宮、耳立は大貴族やe位いのある官吏の住居、私

寺等で、ぎっしりうめられ、土地も 、位によって、大小

が定められていました。公民で、ここに居住しているの

は、彼等の消費生活に役立つ者、つまり都市住居仏寺の

建築者 ・画工 ・写経生、或は僧、一部の商人等だけでし

た。

条 里

コうと γ の自のような・・・・・と良〈言いますが、これが条

皇です。 この条星が、平城京等、大きい京にのみ規制さ

れていると恩われがちで、すが、これは間違いです。しか

も大化改新で規制され、その後現われたと見るのも事実

なでいようです。当然、ド レイ制が発達 し、さくしゅ形

態がはっきりするにつれ、条里は必要になって来ますc

大化以前は土地の数え方を、代( しろ〉とか筆を単位

としていました。この単位は、登呂で‘ 見た ように自然に

出来て来たので、 しよう 。大化後、国分田では、男 1 人が

7202かで、女はその% の48句女むした。

720歩は1∞代になります。 これは叉ロ筆です。従って

100 代という古い単位を、 大化になって新しい単位にし

て 720歩と定めたので しょ う。筒、班回時の一段( 反〕

吋 町 歩で・360歩つ まり 50代です。

この ような古い条塁がらって、それをもとに、大宝令

が出来、叉その条星をくずさぬように利用して、藤原京

とか、平減京が出采たので

その笑例を示 しています。( 天坊幸彦、上代浪撃の歴史

地理的研究〉

役 民

大内裏( 宮城〉の四周 に、へいを築き、その外に掘を

造り 、12の橋と門を造っています。 この制は令に定めて

いますが、さて 12の門の名紘は何から来たのでしょう の

(34図〉この名秘は、シナ的ですが、シナにあり ませんつ

喜田博士はこれを、藤原京を造ったとき 、門ごとに一つ

の氏族が担当し、その氏族の名稔から取ったものとされ

ています。( 喜田氏、藤原京) これが平城京へと名残を

伝えて行ったものです。従って、門の名弥から、諸 国の

役民が集って建設に従わされていることがわかります。

和 銅 5 年 1 月の詔に、諸国役民軍都の目 、食糧絶乏多

箆道路. . . . とあり、ずい分ひどいたいぐうで働かされて

いたことが知れます。 こうして、妻子守生活を捨てて地

方から集った公民遼は、自分達に何の利益にもならない

貴族の安らかなヨ華美なセ γ ターを、 うえ死してまで建設

しなければならなかったので・す。一方大宮人は、そんな

事は無関係と許り 、青丹よし平城の都は咲く花の・ 田・ー・・と

歌っていました。 ( 筆者市大理工学部滝沢研究室〉

清 滞 r戸 策 も 大聖・北区鹿橋( 産径ピJ レ前) K K ケ Y トク

舗 引 受 し ま す 束、' f ，細小) 1 1町1 ( 三勢ピル ) 東京ケ ントク

名 古 屋 廓 前 a i1:町 2 ノ 1 K K ケY トク
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5 つ の 建 築 的 夢

一 浦
士

ロ

そ の

階段のビルディング

普通ビ J レデ ィシグを建てる場合、地震や風なぞの水平

力に対して安全であることを先ず考えねばならぬ。 日本

の如く地震国においては、このために註もコたくなり、壁

も厚くなり、従って港大な建築資を要する事となる 。之

は地震に対抗すべき各バネルが四角形をしているからで

若し之を三角形にするならば、柱もずっと細くなり、厚

い耐震壁も不安となる。 しかし窓や出入口に三角形の処

が出来てくるし、大きな部屋がとれなし、。だがそれでい

いで、はないか。恩切って三角形のトラス式のプレームを

もっピノレデ ィγ グをつくってみたらどうであろう 。

主11で階段というものは普通構造上の厄介物である。逆

に言えば構造中只一つの斜の要素たる階段が構造的に利

用されていないことになる。 しかし一つのどJ レデ ィγ グ

に階段というのは大括三つか四つ位でそう沢山はない。

第 1 図

，V  

第 2 図

やはり邪魔物としかならぬという人があるであろう c 恩

切って必要なだけ沢山階段をつくったらどうであろう z

そうすると大休第 1 図の如ぎ平面図となるであろう c

図中C は柱 S は階段である 。柱の部分を詳細に示せば第

2 図の通りである c

図で判る如く柱は Ｘ 個の断片にわかれてしまい 、 叉 ｾｩ 普

段は: 隠くほど多い。 しかし用途によってはこの様な平面

をもっビルデ ィングも面白いではなかろうかc

そ の 2

立体的遊戯的浴場又は7 ) ( 憎

現在ある浴場は単に身体を洗うだけしか能がなし、。又

水泳用のプ ーノレは単に泳ぐだけしか能がない。そして何

れもその利用が水平的で、ある。之を立体的にし且つ遊戯

的に利用してみたらどうであろう 。

先ず浴場の場合についてみるに、浴槽を三段四段にす

る。洗場もそれに従って高低をつける。そして高槽より

下槽へ斜面を混湯をして流下せしめるc 勿論沸かした湯

はポン 7 ・で、高槽へ送りそれから自然落下せしめる。且つ

場内に遊場、飲食場を設ける。入浴した人達は或は階段

を上下しとり台をとり、 トシネノレを抜け、或は浴槽中の

通路をあるき島へ泳ぎっき 、叉プランコや円木にのり或

は滝を流下じ叉はベッドにね嬉々として一日中をあそぶ

のである。

叉次にプ ー ノしについて云えば 、 之 Ａｉｊｾ 立体化し之に人工

的に砂浜をつくり 、人々は夏の日射の下高所から低下へ

水中から島へ、浜から遊場へと 、歩き廻わることができ

る。勿論水はポ γ プにより塔上にあげ、ここからはスパ

イラル、スライデ ィシグを流下せしめ、叉はと下りれば

独りでに飛込みとなる如きと台をつくり 、水槽の底に高

低や階段をつくり処々にはどラミッド型の島をつくるc

かくして真に楽しし‘ 水上の楽園ができるであるう c
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全4コ

ちCT

1 階

そ の 3

立体的ラピリンス

一つの部屋がある。その部屋には次の部屋へゆく戸口

と上下の階へゆく階段がある 。その部屋にはいった者は

次の部屋へいったらよいか、上へゆくべきか、下へゆく

ベきか迷う 。隣の部屋へいったり上の部屋へいったり 、

下の部屋へいったり、いろいろゆ くが仲々その建物から

出られない。平面的なラピリ γ ス( 迷宮殿〉ならば昔か

ら沢山例があるが、之を立体化しようというのである。

鉄筋コ γ グリート造とし- - - : ; > の部屋の大きさを 6' x6'  

x 6' とし、階段はすべて巾

1. 5 位の直立式幌、線階段と

する。部屋の四つの壁には

全部鉄製の房をつけ必要に

応じて開いておいたり 、閉

じて錠をかけておいたりす

る。

第 3 図の如き部屋がなら

ぶ。今三建階の例につき示

と第 4 図の如くになる 。

そ の 4

第 3 図

角砂糖を積重ねた機な山

今角砂糖を積み重ねてみる。そしてその一個一個を階

段のステップとみる 。すると一つの段からは次の段まで

二つの方向がある訳である。之を登る人々は或は右に耳立

は左に登れる訳である。

次の図においてa からは b へでも c へでも登れる。

叉、 b からは d へでも e へでも登れる。
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一」

2 階

第 4 図

3 階

図中太い線は肉入口なき墜

この様な山を子

供の遊園の中に作

る。叉はプ ールの

島につくる。人々

はこの山を登った

り下りたりして楽

しむことができ

る。叉この Cube

の中を立体的 L a-

bi ri nce としても

第 5 図

よし、。

そ の 5

ロック・ 8ライミング練習場

最近登山に於けるロッグ ・グライミン夕、殺は相当盛で

ある。岩場をもっ山は押すな押すなの盛況である。そこ

へゆく登山者を見てみると初歩者が多い。それでは初歩

者のために人工的な練習場をつくったらどうであろう 。

初級用・中級用 ・高級用と段階を設け、アップザイレ γ 、

アγ ザイレンの練習場からチムニイ、オーグアーハシタ

或はハ{ ケン、カナピラの使う様な場所等を設け、そこ

にはあらゆる設備を設け、叉指導者をおいて教える。都

市の中心部に之をつくれば相当繁昌するであろう 。

( 以上)
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だりｾ材会8  号P

関西建材会は何をして来たか?

昭和釘年 4 月23日 総 会

(1) 会員名簿作成 ( 11月1日発行、2，0∞部、各官

庁、設計事務所、首負業者、会社蛍籍、共の他

全国関係方面に配付) (2)建設業者名鑑( 建設

新開発行〉本会々員に配付 ( 9 月10日) (3) 取

引参考の昨殺を毎月配付 (4) 建築と社会言昔、に会

員の単価表掲載勺 (5)建材会と して年賀状を各

所に送附。 (6牒界の明朗化と共存共栄の道を

樹立すべく 、建材保全協会の企函を進めたが、

機会未だ熟せず、残念ながら中止 した。 (7)母

体たる日本建築協会創立35周年記念事諜遂行に

卒先協力、後援会費を募金した。 (8)協会主催

の次の記念事業に参加、即ち慰霊祭 ・表彰式 ・

記念祝賀会。 (9)各地建築講習会に建材部門と

して、多くの材料についての講師を送り成果を

ゐげた。 位。海月協会の午餐会に協力参加。

(U) 同じく新建築ピノレの見学。 (12)旅行見学会と

しては、ω名古屋方面 (5月23. 24日) (B)白川 ・

岐阜方面 (7月12. 13日) (C)高野 山 納涼懇規会

( 8 月9. 10日〕 の) 小豆島 ( 11月1- 3日〉 侶) 京都

大徳寺とスタヂオ見学 (12月6. 7)  (F) 本会主催

としては ・9月3. 4日淡陶株式会社工場見学と 、

鳴門 ・徳島見学懇親会をす。 (12) 講演会は、ア

メリカの建材事情( 竹中工務底 ・小川氏) ・欧米

建築事情( 日建工務設計 ・尾崎氏) ・時局問題

( 朝日新聞社 ・田中氏) 附講習座談会は 9 月

20目、建材の正 しき使用と施行について設計総

合部門の青年技術者70名の多数参加を得て意義

あら しめた。同総会は、4月と 1月の2回開催。

(15)幹事会は、各種企画協続寸る司:13図( 16)委員

会は6図。 ( 17) 芙の他協会内に設けられである

建材審査会にも 、会員中相当審査をバスしつ L

ｾり 、 更に多くの商品に優良証闘を艇得する様

努力しつ L ある。

の 歩 み 一ケ 年3  - 創 立 以 来

昭 和25年11月 8 日 発 会 式

会の基礎強固に専念し、会 員 獲 得 と 技 術 総 合

部門との座談会を催し会員相互の向上に努め

た。

[

お

年

度

]

27 

年

度

昭和初年: 4 月27日 総 会

(1) 技術総合部門との座談会下記の通り開催

ω4月18日 続f官官門と金物、セメント

(B)  5月18日綜合、設計部門と石材、スレ ート

瓦

れ:) 7月13日11 11 硝子、防水、カ

ペ材 、 タイノレ、陶器

(1))10月18日11 11 11 

物、鉄板、竹材

位:) 11月19日建材の正しき使用と施工法硝子と

金物田名出席

(2) 日本建築協会とタイアップ して、会誌に仕様

を掲放。

(3法 誌、建築と社会 9 月号に建築材料特集号を

発行。

(4法員名簿を作成して広く配付した。

(5) 池田会長が辞任されたので顕聞にお願いし、

術顧問には建築協会々長、副会長、外数氏に

お願いして御指導を受けることにした。

(6Y後任会長と して徳永硝子王手務、徳永善四郎氏

を迎え、会勢漸ゃく盛んになった。

(7) 本会紋主主を懸賞募集制定した。

(8)一面会員の向上と 材質の進歩発達に努めつ L

相互聞の親陸と取引先事情の連絡を密にした

耐鍛板、金

26 

年

度

ｾｾｾ杓控室盆鎧ｻ
新 会 員 募 集 !

i 追て、28年度に於ける幹事会にては、

j  会員数も数{ 奮し‘ 若干基金もあり 、将来入会者を

;  厳 選 し 入 鎚 も 頂 く 一 … す の で

米入会の方々にはぜひこ の機会に御入会をおす L

め致 します 。

今後共、皆様の御支緩を得て

仏〉会員相互の商品を広 く宣伝し (B) 寄々業者の健全な

発達を期 し (Cト 面 資材の向上に努力し

建築界並に社会に一段の貢献を したい所存です。
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之El t 材念 日立

会勢発展を期し

昭 和 2 8 年 度 幹 事 の 会 務 を 分 掌

本年度より、塗幹事協力し

て会務を分担、各部長副都
幹 事 長

長に責任を以て活動 して頂

〈事を申合せました。

副 幹 事 長

| 宣 伝 部 | | 事 業 部 | 臣E

総 務 一一 事業上の問題解決に協力

協会を通じ必要により諸建議その他対外事項

建材業者の登録制企画

総会大会等開催

会員相互の親睦並慶弔に関する事項

会 計 一 一予算の執行、決算、英他経理に関する事項

事 業 - - 建材陳列場の開設

見学、講演、講習会、例会等開催

技術、綜合その他の部門との連絡協議

宣 伝 一一建材の一般乱議普及

建材名簿並にカタログ英他印刷物の刊行

部 門 別 会 員 数 統 計

| 総 務 部 |

会員数総計 185社( 昭和泊年 6 月1 日現在〉

アスフア ル ト製品及防水工事 24

防水剤及セメシト工事 9  

建 築 金 物 14 

金 属 建 材 13 

鋼材及鉄鋼工作 2 ・・
各 種 屋 根 瓦 9  

ス レ ー ト 25 

硝
子 14 

セ メ 1ノ ト 4  

石 材 4  

タイノレ及衛生陶器 7  

室内装飾、家具及床材 21 

ペニヤ板、テツグス及壁材 12 

木 材 及 加 工 5  

塗 草 寺 及 塗 装 7  

各 種 建 材 15 
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昭 和28年度役員氏名

CJI民不同 ・敬華民略〉

幹 事 長 青 木 友 一

副幹事長松井邦彦

11 室 谷 山 水

幹 事 久 保 幸 一

11 笠原梯治虫11

11 長 野 法 真

11 井 場 績

11 字 賀 竜 緩

11 黒 川 健 二

11 中村多喜弥

11 和 田 友 一

11 弁 上 民 治

11 山 本 武 雄

11 長 尾 正 文

11 佐 村 木 突

、、
牧 浦 愛 司

11 村 田 経 政

11 長 尾 消 一

11 木 村 庸 直

11 白 井 正 朔

11 井 上 浄 夫

11 西 林 岩 助

11  山 本 潔

11 小早川美武

11 田 村 鋭

11 若 林 繁 吉

11 尾 崎 博 一

11 田 中 清 一

11 鈴 木 清 市

11 池 田 静

11 石 井 一 信

顧 問 竹 腰 健 造

I! 東 畑 謙 三

11 大 林 芳 郎

I! 吉田安三郎

11 伊 東 五 郎

11 池 田 宮 彦



毎 日 学 術 奨 励 金 に つ い て

1.  Ｍ 毎日学術奨励金 ｊ は 、 わが国の学 ｾｴ 碗究を奨励す る〉に記入して申請する。

るために、研究費として支給するものである。 伊) 予選した上で、更に詳細に研究内容を記

1  奨励金は、総額金2 百万円とし、人文科学、自然科 した資料を提出してもらうことがある 。

学の両部門から原則として各 1 名( またはグル ープ) 1. 申請書 提 出 締 切 昭 来128年7 月31日

ずつを選んで支給する。 1. 申請書送付 ( 用紙誇求〉 先

1.  奨励金は、 日本の学界として誇るに足る重要研究の 東京都千代田区有楽町 1 ノ11

完成が近ずきつつあるもの、あるいは重要研究を完成 毎日新聞社学芸部「毎日学: . j ，時奨励金係」または

したが発表費用その他の都合で埋も れているもの等の 東京都台東区上野公園

中から選んで支給する。 日本学術会議事務局 ( f毎日学術奨励金」

1  奨励金の支給を受ける研究者は、10月開かれる日本

学術会議の秋季総会で選考して本社に推薦される。

1  紙上発表は、原則として10月下旬とする 。

1  申請規程的同封の申請替用紙( 誇求があれば送付す

と朱壌のこと〉

昭和28年 6 月

4叫川11川川11川11川11川11川11川川11川川11川11川11川11川11川川11川11川11川川11川川11川11川11川川11川11川川11川川11川11川川11川111川11川川11川11川11川'"川11川11川11川川11川川11川川11川11川11川11川11川川11川川11川11川川11川11附111川11川川1:川川:1川11川11川"川川"川11川11川川"川川11川川11川1111川11川111川川"川川11川川|目川川"川川11川11川11川川"川"川川11川川"川川"川11川11川川11川11川11川川"川川11川川11川川11川川11川"川川"川川"川11川川"川"川11川川11川11川川"川"川11川111川111川"川11川11川川11川川11川川11川川"川"川l日川"川11川11川川"川川11川11川川11川川"川川11叩川l川川11川川11川111川11川11川川"川川11川川11川川11川川11川11川川11川川11川川"川川11川11川川11川川11川11川"川"川111川"川"川11川川11川11川"川川11川川11川11川川"川11川11川111川"川11川川"川11川11川11川11川川"川川11川11川"川"川11川川11川川"川川11川川"川川11川川"川川"川11川11川11川"1川川"川11川川11川川11川11川11川川11川川"川川11川川11川川11川川11川川11川11川川11川川11川川11川11川川11川111川11川"川11川11川"川"川11川川11川川11川川11川川11川川|川川11川11川11川川11川11川川11川川11川川11川川|川川川11山川11川11川11川11川川11川川|川11川川"川川11川11川11川川11川川11川11川11川"川11川川"川"川川"川川11川11川11川11川川"川川11川11川川11川川11川川11川11川11川"川11川"川11川1;11

l  

が

4

p

"

-
、
，F

;第 2 回 新 日 本 工 業 デ ザ イ ン i

昨年度 1 等λ 遺作品

松下電器ヲジオキャビホッ ト

振 興 運 動 作 品 募 集

。作品課題 ( 順不同、カッコ 内は所属会社〉

卓上用扇風機( 尼崎精工) 。スグ - pt - ( 木田技研工業〉。

ラジオキ ャピネット( 神戸工業〕。万年筆または万年筆陳

列用ケース ・スタ γ ド類( メイロット万年筆) 。 トヨタト

ラッ? ' B X 型の前面意匠( ト ヨタ自動車、トヨタ自動車販

売〉。ラジオキ ャピネット( 松下電器産業〕。天井用後光燈

器具松下電工〉。家庭用ミシ ν 頭部意匠( 蛇の目産業〉。ト

リスウヰスキ{ 庖頭用シ曹ウスタ γ ド( 寿屋〉。ラジオ

またはテレピジョ γ 受像機キャピネット( 日本コロムピ

ア〉。泊、軽油を燃粉とする厨房器具または燦房器具( 合

資会社ヱスヤ製作所、エスヤ〉。経単車〈新家工業〉。

。募集規定 入選作品の版権は参加会社に帰属、作品は

課題の趣旨と機能、条件に基いた美的なもので、模倣

をさけ創作未発表のものに限る。応募は設計図( 投影

図、縮尺の場合は尺度明記〉お よび透視図( 彩色外観

図の外、構造見取図の二種製作、用紙は A O- A 3 ヶ

γ ト紙または画用紙使用、材料およびその指定あるい

は希望要項を別紙 ( 4 百字詰 3 枚程度〉に聞記添付。

外形試作品の 可能なるものは送付または写真添付。応

募は共同製作も 可。作品には必ず課題商品名、会社名

応募者名を明記。入選外作品使用の場合は応募者に照

会する 。

。表 量5 特選 1席 1名= 通産大臣賞状、毎日新聞社賞

( 50万円) t >特選 2 席 1 名 =通産大臣賞状、毎日新聞

社賞 (30万円) t>特選 3 席 1 名= 通産大臣賞状、毎日

新聞社賞 ( 20万円〉入選 9 名= 工業技制努長賞状、毎

日新聞社賞 f各 5 万円〉・ -ーただし審査は課題別に 1

点を選び、そのうちの優秀作品を特選 1席、 2 席、 3

府とし他を入選作品とする Q

O募集締切 り 9月末日

。発 表 10月下旬

。作品送り先 東京都千代田区有楽町、毎日新聞社事業

部工業デザイ γ 振興運動係あて。

。課題についての条件、希望要項の説明書希望の方は 8

円切手封入、同係へ照会のこと。

。審 査 員 ( 敬称勝、順序不同) 審査委員長= 工業

技術涜長駒形作次t > 審査員= 瑳業工芸試験所長松崎福

三郎、国際技術協力協会浬事長隈部一雄、新制作協会

猪熊弦一郎、産業工芸試験所意田隈剣持豊島 、千葉大

学工学部教授小池新二、千葉大学工業意匠科主任教授

山口正城、 京都工芸繊維大学教授向井箆三郎、劃帝評

論家勝見勝、東京大学工学部助教授丹下健三、早稲田

大学助教授宇野政雄t>専門委員= 機械工学、化学工学

電気工学の専門委員は別に委嘱する。

毎 日 新 聞 社

主 催

英 女 毎 目

遺 産 省

所

後 援

商 工 会 議
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|解説| 大阪府建築基準法施行条例の一部を改正する条例 大阪府建築部指導課

六月十九日附大阪府条例第十八号 「大阪府建築基

準法施行条例の一部を改正する条例」 として公布、

同日施行される こと tこなった。以下改正になった条

文を新! 日対照して掲載するととも iこ改正条文 iこつい

て大要の解説をする 。

改正後の条女 |  改正前の条女

(床面積による階段の数) I  (床面積による階段の数)

第 7 粂 一 棟 の 建 築 物 iこお| 傍 7 条 一 棟 の 建 築 物 仁 お

げる各階の床面積による| げる各階の床面積 lこよる

その階の階段の数は、別| その階の階段の数は、別

段の定めがゐるものの外| 段の定めがゐるものの外

次の表 iこよって適当に配| 次の表 iこよって適当 iこ配

置しなげればならない。 | 置しなければならなし、。

但し、その階に居室がな | 表は上欄のとお b。

い場合その他知事が支障

がないと認める場合にお

いては、その階の階段の

数 lま- ，1 : ) よとすることが

できる。

構造の |

種 類

床面積( 単位平方メートノレ〉

主要縛

250以下のもの

1 以上

造部が

250をこえるもの

2 以上

耐火構

500をこえるもの

3 以上

造であ

1000を こえ2000以内のもの

4 以上

る建築
2000をこえるものは2000叉はそ

物
の端数を増すご とiこ1 を増す

その他

100以下のもの 1 以上

の建築

100をこえる色の 2 以上

物

200をこえ 400以内のもの 3 以上

400をこえるものは400又はその

端数を増すごと iこ1 を増

2. 階段の備の合計が90

セ γ チメートノレ iこ前項の

規定じよる階段の数から

1 { f > 減じたものを乗じて

得たものと、次の式 iこよ

って算出したものとの合

計以上でゐるときは、前

項の階段数 1 を減やる こ

とカ玉できる 。

2. 居室を有しなし、か又

は階段の備の合計が次の

式によって算出ーした色の

を加えたもの以上である

ときは、前項の階段数 1

を減守ることができる 。

x = Wx全:

伺

x =約千

この式 iこおいて、 x.

W . A及びA' Iま、そ

れぞれ左記の数値を表

わすものとなる 。

X  階段数を減すe るた

め増加しなげれば

ならない隔

W 90センチメートル

A' その階の床面積

A  第1 J : 買の規定 iこよ

って必要な階段数

iこ対する床面積の

限度

3. 学校 iこおげる各階の

a 階段の数は、第 1 : ; 買の規

定 iこかかわら子、教室数

8 以内のときは 2 以上と

し、教室数 4 叉はその端

数を増すごとに 1 を加え

た数以上とする 。但し、

教室数 3 以内の場合で、

別 tこ安全上適当な設備を

設げたときは，階段の数

を 1 とすることができる

この式 iこおいて、 x.

W . A及ぴ A' は、そ

れぞれ左記の数値を表

わすものとする 。

X  階段数を減すもるた

め増加しなげれ』ま

ならない

W 規定の階段幅

A' 腐その階の床面積

A  傍 Ｑ ｾ の規定によ

って必要な階段数

tこ対する床面積の

限度

解 説 第 1 項 改 正 前 は 各 階 の 床 面 積 の 大 き さ に よ

れ絶対的にその階段の数が規定され、事再 2:; 買iこて、居

室{ f > 有しない色のでも床面積よ b算出された階段数から

lt::' げ減す' ることができるが、倉庫特 iこ冷凍倉庫のよう

i二全然居室がないもの又は工場等で機械設備が殆んどを

占める居室で作業従業員が常時少人数に限定されている

階では床面積によってのみ階段数を規定する必要もない

場合があるので、但書を迫力目してその階 iこ居室がない場

合そのイ也知事が支障がないと認める場合においては、そ

の階の階段の数は 1 以上とすることができるよう tこ改正

された。

床面積iこよ b階段数を設置しないで、 f旦省 iこよって 1

以上とすることができるものはあくまでも新築当時便宜

上居室を有しないこととしたもの、 X l t 建築物の用途か

ら見てその階の居室のゐ b方が如何ょう iこも変化するも

の iこあっては適用はな〈その用途及び構造設備が相当限

定されたものである 。

事事 2 項 この条項は階段の帽の合計がその階の床面積



iこ応じて相当の慣がゐれば第t : f 買で規定する階段数を 1

滅するることができる具体的階段の備の合計をまま出する方

式を示すものである 。

改正前の条項規定では 「階段の帽の合計」が不分明で

ゐったので、これを明確にしたことと、 rw… ・・規定の

階段稿」を90セ γ チメートルと数値で明示し誤解のおそ

れのないよう tこ改正された。

この規定を今少し容易 iこ理解して頂〈説明としては、

次のような式を満足する場合tこ傍t : f 頁の規定iこよる階段

数から 1 を減じた数でよいこと iこなる 。

A' セ y チ

階段の隅の合計 ｾＹＰ ( m - 1) 十一A ，，- トル

( nl ま傍p ; 頁の規定による階段数

この式に IAは傍 1 項の規定 iこよって必要な階段

1  数 iこ対する床面積の限度

おいて l A; はその階の床面積

床面積iこよる階段の数は制限規定内容の根幹でゐる傍 1

Z買の表は明治42年大阪府令建築取締規則制定当時からの

もので| 日市街地建築物法絡行細則じても、これを踏襲し、

建築基準法が施行される iこ及び大阪府建築基準法施行条

例 lこでこれ亦踏襲しているものであるが、 7ニピ旧法iこで

は、階段 1 ケ所の階段帽を 90セ γ チメ ート J レを基準とし

たものの階段数の規定であったので現行建築基準法施行

令官事23条iこより階段備が 120 セ γ チメ{ トル以上を要求

される場合iこゐつては少々厳なる制限をうりる場合もあ

る。

かかる矛盾の甚t: しい学校建築物 iこあっては、次の主買

を追加して旧市街地建築物法時代の制限と同 - 1こ取扱わ

れるよう改正された。

事事 3 :E員 この条項は旧市街地建築物法に基く特殊建築

物規則l係13条の規定内容と同じ〈、学校の階段数 lこ応じ

た数 i二改正された。

但書中の 「別に安全上適当な設備J とは施行令に規定

する以外の小階段、屋上広場、避難梯子等避難上有効と

認められる設備がある限 b階段数 1 でも差支えない意味

である 。

( この章の適用をうげる特 I ( この章の適用をうける特

殊建築物) I殊建築物〕

係13条 特 殊 建 築 物 の う ち | 傍13条 特 殊 建 築 物 の う ち

でこの章の適用をうりる | でこの章の適用ぞうげる

学校教育法第 1 条仁規定する学校( 但し幼稚園を除< )

とは規模等 tこおいて格段の差異カ切るのでこれらを除外

すること iこ改正きれたもの。

したがってこの章の適用をうける学校は、小学校、中

学校、高等学校、大学、盲学校、 聾学校、養護学校と解

して差支えない。

( 建築物周囲の余地) ( 建築物周囲の余地〉

第23粂 木 造 校 舎 の 本 屋 と | 修23条 校 舎 の 本 屋 と 障 地

障、地境界線叉は道路の対| 境界線又は道路の対側境

伺IJ 境界線との隠離は 7 メ| 界線とのE匹敵は 7 メー ト

ー トル以上としなげれば I 1レ以上としなければなら

ならない。但し、公園、広 | ない。 但 し、公園、広場

場又はこれらに類する場| の穎 tこ面する場合は 3 メ

所 lこ面する場合、都市計| ートルとすることができ

函区域外iこおりる場合、 |  る。

又は既存校舎を瑚築し、

若しくは一部を改築する

場合で知事が安全上支障

カZないと認めるときは、

3 メー トル以上とするこ

とができる 。

解 説 本条項の趣旨は学校及び隣地の衛生的条件を良

好にするためと、火災時 lこおrいて延焼ならびに建物の倒

壊による危険を防止すると共 tこ消防活動の使宜を計らう

とするものでゐる 。特 tこ木造校舎の本屋としたのは、不

燃建築の場合は本条令j第19条 iこて外壁の関口部で延焼の

おそれある部分iこ防火戸その他の防火設備を設げるよう

制限附加されている関係もあり防火上、避難上支障がな

いので木造校舎iこ限って適用すること tこなった。なお本

屋と規定したのは物置、便所の績の突出し T二部分を合ま

な い 意 で あ れ 距離は本屋の壁面よ 9i則算するものでゐ

る。

校舎本屋が公園、広場、河川等の主主地iこ面する場合iこ

限らす¥都市計画区域外の郡部町村で農地等に隣接する

とき及び比較的建物の規模/J、で分散配置されるときは 7

メート J レ以上の余地ぞ必要としない場合もあり 、又は既

存校舎 iこ接続して一部増築若しくは既存基礎を利用して

一部改築するときで知事が安全上支障がないと承認した

場合もある} J i 、このような場合でも避難通路として必要

ものは、次 iこ掲げるもの| ものは、次 iこ掲げるもの ｬ 最 ＯｊＧｾ 艮 Ｓ メートルの空地を留保するよう規定したもので

とする 。 I とする 。

1 、学校( 各種学校及び I 1 、学校

幼稚闘を除< 0)  

2 、可

ｾ＠ }従下手j のまま省略

11 ノ

略

解 説 各種学校llPち洋裁学校、美容学校、割烹学校等

及び幼稚園 lこついては、建築基準法施行令傍21条で天井

の高さについて傍 2 項の規定を除外している関係もあ b

ある 。

( 敷地)
( 敷 地〉

第47条 次 の 各 号 の 11こあ| 第47粂 次 の 各 号 の 1 にゐ

てはまる場所に面する敷| てはまる場所に面する敷

地 lこは自動車車庫( 第 1 I  地 lこは自動車率障の用途

号及び告書 2 号の場合で、 I  1こ供するものを建築して

自家用自動車の用途iこ供| はならない。

する部分の床面積の合計 I 1 、幅員 6 メー トル未満
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Jが50平方メ ー トル以内の

車庫は除< 0) の用途 iこ供

するものを建築しではな

らない。

この場合 iこおいて、生存 2

号から第壬号ーまで lこ規定

する隠離は、車庫の出入

口から計算するものとす

の道路

2 、道路の交叉点、臨 b

かどから 15 メートル以

内又はこう配 G 分の 1

以上の坂通

3 、道路上 lこ設げる電車

停留所若しくは引返場

安全地得 、橋詰め又は

ふみ切 bから 20 メ{ ト

J レ以内の道路

生、公園、小学校、幼稚

園その他 これら iこ類す

るものの出入口から 10

メ{ トル以内の道路

5 、前各号の外知事が交

通上支障があると認め

て指定した道路

る。

1 、幅員 6 メート ル未満

の道路

号、道路の交叉点、的 b

かどから 7 メ{ トル以

内叉はこう配 6 分の 1

以上の坂道

ミ3、道路上 iこ設のる電車

停留所若しくは引返場

安全地帯、橋詰め叉は

ふみ切 bから 10 メート

yレ以内の道路

4 、公園、小学校、幼稚

園その他 これ らlこ悪質す

るものの尚人口から 10

メ{ トル以内の道路

5 、前各号の外知事が交

通上支障があると認め

て指定した道路

解 説 改正前の告書 2 号及び第 3 号 iこ該当する敷地制限

tこついては厳に過ぎ、自動車交通量増加による道路上の

駐車禁止措置を講すe る上からも、自動車車庫の増設又は

建築物内の駐車施設設置の勧奨iこ矛盾を生十るうらみも

ある現状でゐるので道路の交叉点、幽 bかど主事からの制

限l ! D.離について交通事故を防止する iこ必要な最小限の民主

離 iこ短縮すると共 lこ第 2 号から第壬号までに規定する距.

灘は、自助事が自動車々庫の敷地から道路 iこ出入する口

よ b道路の交叉点等までの餌離を測主主するよう具体的 iこ

明示したもので、自助事々庫そのものがそれらの隠隊内

に建築されでも差支えない意である。

なお自家用自動車々庫については自家用車がよ曽加した

こと、 営業用車庫と比較し出入も頻繁でない関係上 、車

庫床面積が50平方メートル以下の小規模の車庫について

は前面道路幅員の制限を廃すると共に、街角を占める建

造の奥行場等におりる表 |

側の寄 b付き( 柱叉は墜 |

の演を有する寄 b付きを l

除 < 0) で、 その奥行場が |

第 1 項 tこ規定する余地の '

幅員を有し、 J Lつ、その

高き jJ> 4. 5 メートノレ以上

のときは、同王頁の余地と

みなす。

解 説 興行場等の主要な出入口がある壁面( 以下表

側という。〉の垂直面から、道路境界線まで客席の床面積

の合計に応じてこの条の第 n 頁lこ規定する備員を有する

生地を保有させることが原則であるが、主要構造部が耐

火構造の奥行場等 iこあっては主要出入口の上部に壁面又

は建物の部分が突き出ていて、出入口前面に柱叉はE査の

類の障碍物がない寄 b付き( 下図に示すようなもの) Iこ

なっている場合は防災、避難上安全であって 、 その部分

を余地に合めて差支えないことに迫力日改正された。

建築物の突出部分の下端が地盤面上 4. 5 メートル以上

の高さを必要とし、寄 bイ寸きの奥の壁画が前面道路境界

線又は表側敷地境界線から第 l = E 頁に規定する余地の幅員

の距離が保有きればよし、。

なお この条項で留意すべきことは客席両側の余地につ

いては適用がないこ k でゐる 。

耐

識

を

の

葉

町

議

「 メ -1

( 事ゲ7条第1刷余沼田幅費

ぐご崎町Iζ 栓制駒吉野匂11ごと)

( 客用の廊下) f客用の廊下〉

築物内にも車庫が設置されるよう道路の交叉点、幽 bか | 第60粂 奥 行 場 等 の 客 用 の | 第60粂 興 行 場 等 の 客 用 の

どからのl l F - 菌性制限を撤廃 したものである 。 I 廊下は次の各号によらな| 廊下は次の各号によらなけ

(敷地内の余地) I  I  げればならない。 I ればならなし、。

官事 57 条に次の1 = E 買をカnえ

る。

7. 主要構造部が耐火構

50 

1 、各階において客席の I 1 、幅 1 、 2 メートル以

両側及び後方に設け こ | 上とし、その階の客席

れを連絡すること 。 但 | の両側及び後方に設け



し、客席の床面積が、

150 平方メートル以下

のもの又は建築物が耐

火構造でその階の客席

の 床 面 積 が 400平方メ

ートル以下の滋緩階で

知事が安全上支障がな

いと認める場合はこれ

を緩和することができ

る。

2 、備は 1 ・2 メートル

以上とし、客席の床面

積が 200 平方メ{ トル

をこえるものは、50平

方メートル以内ごとに

20センチメートルを: 1 .11

すものとする。

:3、 知57粂 第 2 :f頁 iこよ b

余地 tこ商しない! 廊下は

l摘 2. 5 メ{ トル以上と

し、客席の床面積の合

計カ> 200 平方メ{ トル

をこえるものは50平方

メートル以内ごと iこ15

セ γ チメートル{ ! > 鴻し

その備をもって他の余

地又は道路に五里子るこ

と。

畳、 こう配は12分の 1 以

下とする こ と。

6 、段を設げないこと 。

i! l . し段数 8 以下のもの

は 1 つの側で 2 箇所以

内に限 b設けることが

できる。

これを述絡すること。

但し、客席の床面積が

200 平方メートルをこ

える b のは50平方メー

トル以内ごとに 20 セシ

チメートルをよ告すもの

とする。

Ｒ 、第 ＵＷ 粂 ｾＲ 項によ ｢

余地に面しない廊下は

腐 2. 5 メートル以上と

し、客席の床面積の合

計が50平方メートルを

こえるものは 200 平方

メ{ トル以内ごとに 50

モンチメート Fレを1首し

その備をもって他の余

地叉は道路に通すもるこ

と。

品、 こう配は 12分 の 1 以

下とすること。

4 、段を投げないこと 。

但し段数 3 以下のもの

は一つの問IJ で 2 筒所以

内に限 b設けることが

できる 。

解説 第 1 号では奥行場等の廊下の放託型式は原則的

i こ、客席の両側及び後方 tこ設りこれをコ字担 iこ述絡でき

るように規定されたものであるが、客席の床面積が150平

方メートル以下の小規模の奥行場等 iこおける廊下、又は

各階毎にあ・いてその階の君主席床面積が 150 メートル以下

のその階におりる廊下については、知事が安会上支障が

ないと認める場合必十しも客席の両側 、後方の廊下が互

いに述絡していなくてもよし又廊下備員が規定最小限

の備に比し相当大であるとき客席の片側及び後方、又は

後方のみでよいよう緩和になった。

建築物の主要構造部が耐火構造である場合は安全度も

大でゐるので その階の客席の床面積が 400 平方メ ー ト1レ

以下で、且つそ の階が避難階である場合前記同様緩和で

きることになった。

M鯵階とは建築基準法施行令告書 130 条中の} f j 諮と同一

で、泣接地上へ返するる出入口のゐる階をいう。通常は第

1 階のことでゐるが例えば敷地の高低が甚し〈、 1 階又

は 2 階等がi l ' I 接地上にま委していて 、避難の際 1 階又は 2

階から池上に出られる山口のある建築物のその 1 階又は

2 階等は避難階でゐる。又この粂例の係 7 3 条然 2 号の

もの、地階で主主銅りを完全iこ設げ階段叉は傾斜絡が充分

こ設置されたもの等は広義の避雄階とみなしでも差支え

ない。

第 2 号lま山下の隔只 lこついての規定で、必要最小限{ ! >

規定するととも iこ客席の床面積に応じて拡隅すべき寸法

を規定するもので 、こ れについては緩和裁定がないのは

従前週 b でゐる。

( 客席内の遜路) ( 客席内の通路〉

第66粂 興 行 場 等 の 客 席 内 l 第G6粂 奥 行 場 等 の 客 席 内

通路は次の各号ーによらな | 通路は次の各号によらな

げれ』まならなし、。

: 、: 従前のまま 省略

呂、いす席俄列 S 席( 各

いす背の! 日] 隔カ >90セシ

チメート Yレ以上の: 場合

は12}，市〉以内ごとに縦

，i 1 i 絡を絞りること 。但

し、 4 席〈各いす背の

| 間隔が90セシチメ ー ト

ル以上の場合は 6 席〉

以 内 の と き は 之 を 片

側とすることカ王でき

る。

4 、1

ｾ＠ t従前のまま 省略

6 、 ノ

げればならない。

;、例

3 、いす席儲列 8 席ごと

lこ縦通路を投げる こ と

但し 4 席以内のときは

之を片側とすることが

できる。

;:) 省略

解説 係66条傍 3 号の規定は客席がいす席の場合客席

内の縦通路の設置について規定したもので、各いす背の

間隔が80セ γ チメ{ トル以上の場合1;1; 4 人宛が左右に別

れて縦通絡を通じて出入できるよう規定された色のであ

るが、各いす背の nJj 隔が90セ γ チメートル以上の場合は

渚席している人の宵i He通って中央側の人が出入が容易で

あるので 6 人宛が左右の縦遜絡を寿社IJ } f j できるように緩和

きれ? こものである 。

( 主階が一階にない興行場

等〉

係73条に次の 1 号を加え

る。

4 、第 1 号又は第 3 号iこ

掲げるまE右誌を こえるも

ので、知事が安全上支
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障がなし、と認める海道設備

を有するものc

解説 奥行場害事で主階が池港: こゐる色のは 、客席 の床

面積の合計 400 平方 メートルをこえるちの 、主階が二階

以上で客J常の床面積の合計が 500 平方 メートル をこえる

色の、但し、三階以上の場合は一階を加えるごとに客席

床面積50平方メ ート ルを差引し 、た床面積をこえる志のは

主要構造部が耐火携迄のもので b禁止してい1 : が、建築

物の数地、律違設備につし、て綜合的に勘案してその設計

計買が、この粂例で; 意図している制限内容と照合レて安

全上、防火上又は'.tti 生上支障がないと認、められ るb の、

_gnち盗掘り又は露合の有効菌穫が充分保有きれ避難ょの

階段の数及び備員又は廊下、広間等が客席の床面積の合

計 lこ相応して充分余裕がゐるちのについて知事が安全土

支障がないと認める場合 iこ限 b客席床I l I I 積の制限ぞ解除

して認めるよう改正された。

大阪府建築基準法施行条例の 1部を改正する条例

大阪府建築基準是正施行条例 ( 昭和25年大阪府条例第邸

号) の一部を次のように改正する ご

第 7条第 1 項に次の但蓄を加える c

但し、その陪に居室がな い場合その他知事が支障が

ないと認める場合においては、その階の階段の数は

1 以上とすることができる c

開条第 2 項中「居室を有しな L 、か叉，1階段の隠の合計

が次の式によって算出したものを加えたものーを「階

段の幅の合計が90セ γ チメート J レに前項の規定による

階段の数から 1 を滋じたものを乗じて得たものと、次

の式によって算出したものとの合計J に、 i W規定の

階段幅」を i W90セ γ チメ{ トル」に改める c

|電条に次の 1 項を加える c

3  学校における各階の陪段の数は、第 1 項の規定にか

かわらず、教室生堂 8 以内のときは 2 以上とし、教室数

4 叉はその端教を指すごとに 1 を 加 え た 数 以 上 と す

る。但 し、教室 3 以内の場合で、別に安全上適当な設備

を設けたときは、階段の数を 1 とすることができる。

第13条第 1 号中「学校」の下に r( 各種学校及び幼稚

園を除く。) J を加える。

第23条中「校舎」を「木造校舎」に改め、同条但蓄を

次のように改める。

但し、公園、広場又はこれらに窺する場所に面する

場合、都市計画区域外における場合、叉は既存校舎

を増築し、若しくは一部を改築する場合で知事が安

全上支障がな いと認めるときは、 3 メートル以上と

することができる。

第47条中「自動車車庫 l の下にf " ( 第 1 号及び第 2 号

の場合で、自家用自動車の用途に供する部分の床面積

の合計が50平方メー トノレ以内の車庫は除く。) J を、「建

築してはならない。」 の下に「この場合において、第

2 号から第 4 号までに規定する距離は、車庫の出入口
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から言ーに算するものとする。 J を加える π

同条第 2 号中 i l 5メ{ トJ レ」を i 7 メー トノレーに ー 第

3号中 r20メートル J を n Oメート ノレーに改める c

第57条に次の 1 項を加える。

7  主要密造部が耐火構造の輿行場等における表測の寄

り付き ( 柱叉は壁の類を有する寄り付きを除 く。〉で 、.

その奥行が第 1 項に規定する余地の1隔員を有し、且つ

その高さが4 ・5 メートノレ以上のときは、問項の余地と

みなすョ

第60条 第 1 項を削つ、第 2 号を第 3 号とし、以下 1号

ずつ繰り下げ、改正後の第 3 号の前に第 1 号及び第 2

号として次のように加える。

1  各階において客席の I南側及び後方に設け、これを

連絡すること 。但し、客席の床面積が、 1国 平方メ

{ トノレ以下のもの叉は建築物が耐火構造でその階の

客席の床面積が 400 平方メ{ トル以下の避鱒皆で、

知事が安全上支障がないと認める場合は、これを緩

和することができる。

2  I隠は1・2メートノレ以上とし、客席の床面積が200平

方メートノレをこえるものは、50平方メート ノレ以内ご

とに20セγ チメートルを増すものとする 3

第 Ｖε 条第 Ｓ 号中 ｾＸ 席 ｊ の ｔ￬こ ｲ Ｈ 各いす背の間隔

が90セ ンチメ ート ル以上の場合は12席) J を、 ' :4 席

J の下に r( 各いす背の間隔が90センチメートル以

上の場色 、は ＶＱ 精 Ｉｾを加えるつ

第73条に次の 1号を加える。

4  第 1 号又は第 3 号に提げる規模をこえるもので、知

事が安全上支障がないと認める構造設備を有するも

の。

附 則

この条例は、公布の日から施行する。



正会員 城ロ亀吉君の計

本会正会員減口免吉雪は昭和28年 8 月17 日脳溢

血で5o才を一期として急逝されましたことは誠に

痛恨の極みであります。

君'1ま大正 9 年早稲田大学理工科を卒業され直ち

に東京城口研究所員となれ爾後事業の発展 tこ尽

惑されました。大正11年大阪に営業所を設置され

るや大阪支広長となられ、大正15年城口研究所が

株式会社に組織変更と同時に、専務取締役 lこ就任

昭和 5 年 、取締役社長として城ロ研究所の発展を

はかられ昭和 7 年 7 月今日の株式会社大阪城口研

究所を設立、社長として現在 lこ及ばれたのでゐ b

ます。

又君は外部に於て色管工事界の発展 iこlまされた

事は誠 iこ偉大でゐ b ました。又夙に本会の会員と

して愛会の念また極めて強 〈、弔詞にち朗続され

ている如〈色々其の他に御協力されて会の発展に

尽きれたのでゐ b ました。

真に君t士資性温厚、情誼 tこj車〈多くの人 iこ敬愛

されました。 此処に君を失った事 !t 真 lこ各方面を

はじめ協会にとっても大きな損失でゐります。

去る 25日2 持よ b株式会社大阪域ロ研究所に於

て社葬がおごそかに営なまれ、関係代表並 tこ会員

其の他多数列席者が潜ちあふれ感会の中に式は続

き3 時よ hの告別式 lこは会する者E重を接しました

折 h しもノJ、雨も降 b出し故人えの哀悼ひとしお

i采" ' ものがありましに。

本会よ bは東畑副会長、大和常務理事が葬儀 iこ

参列 、東畑副会長は下記竹腰会長の弔辞を代読し

て焼香、其他、本会理事、会員多数参拝され、焼

香弔意を表しました。

主主 lこ故人の肖像を掲げて在 b し日の御功績を感

謝し謹みて御冥福を御祈 b 申上げます。

放 城 ロ 亀 吉

弔 詞

元本会理事城ロ亀吉君昭和二十八年六月十七日

忽然として逝去されました事は淘 iこ痛惜に堪えま

せん。

君 早稲田大学に学業ｾ修め夙に衛生絡設の研

究にカを主主主れ管工事部門の維として活寝され而

も其の円減な入浴と共 iこ人望極めて厚き仁でゐ b

ました。 我が日本建築協会 lこは早〈から特別望書助

員として絡をおかれてお b ましたが、昭和二十一

年l E 会員とな b 、二十二年野議員並理事 iこ当選本

会の継機に参画 二十六年評議員 i二再選され会勢

発展、記念事業等率先協力其他本会企画の諸事業

に貢献された功後は多大なものがゐ b ます。殊 iこ

戦 後 混 屯Tこる世情 iこ直面し、各委員会等の集会場

に甚しく図懲を際め Tこ際当時君の経営されていた

堂島美総E霊祭株式会社の一部を自ら提供きれ、本

会事業の進展 iこ寄与された事は今倫感滋{t>新にす

る処でゐ b ます。 今後共本会主主新界のため一層の

御尽力を期待して居 b ましたが、図ら子息病のた

め永眠され再び君の温容に接する機会 {t>永遠に失

いました事は惜しみても余 b ゐる事であ b ます。

主主に四千有余の会員を代表し言菱商御主主宿舎祈 b

御別れの言葉といたします。

昭和二十八年六月二十五日

社団法人日本建築協会

会 長 竹 腰 健 造
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若 い 会 員 へ

中 野 順 次 郎

近頃、若い会員の方が余り活躍して居られないので淋

しい様な気がします。会の仕事を四十才以上の人ばかり

でやるのは好ましい傾向ではないと考えています。

それでは、若い人に何をやっていた r くか、昨今の事

情から、なかなか時間的に余裕がないと思いますが、雑

誌を通 じてなら相当に機会があると思われますので、こ

れを利用されては如何でしょうか。

所論 ・作品 ・見学記 ・研究資料等折をみて御発表にな

るよう希皇しています。 このようにすることにより協会

の事業として新に委員会が生れることになるだろうと思

い ま す 。 ( 大 阪 市 教 育 委 員 会 指 導 主 事 〉

忘れられた建築をとりあげよ

M 建 築 家

「建築と社会」誌に要望するもので、思っていること

をかいてくれ、との依頼を受けましたので、思いついた

ま与のことを 1 つだけ記 してみます。それはもっと 、庶

民建築をとり上げてほしいことです。 I忘わられた市民

の建物 J の現状はどうなっているかを具体的に朗らかに

する必要がありはせぬか。特に、協会の雑誌は「社会」と

いう表題がついている以上、社会の一員である市民であ

る市民のいつわらざる建築への要望とか悩みとかをのせ

るべきではないでしょうか。住宅問題にしてもしかり、

都市区劃の問題にしてもしかりです。或いは、貸借関係

家の悩み、衛生の状態、更に主婦が社会性をもつに必要

な託児所、グラプ、市場、浴場、遊園地の問題もありま

しょう 。

何れにしましても、建築家はこれらの庶民が要望し、

叉は悩みとする建築について、それを技術者の立場から

科学的に解明してやる 1 つの義務を負うているというこ

とを忘れずにいたいものです。勿論、それには色々の専

門の人々との協力も必要でしょう 。叉、せっかちな結論

も出すことも備早でしょう 。 しかし、徒らに、この問題

を放置しておくことは一種の罪悪のような気がします。

この点、協会誌がこれらの問題をとりあげ、広く市民各

層へアピールし、 「忘れられた建築」の復興発援に寄与

されんことを願ってやみせまん。

協会を発展させるには

相 沢 喜 久 太 郎

協会を発展させるには、どうすればよいかと謂う問題

11111111111111川1111111111川 川1111111111111川

貝
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の 声11川 州

は、中々容易ならざる案件で、 簡単に解決はむつかしい

と思われるが、一番手軽に実行ができそうで、いわゆる

社会の人にも 喜ばれ、その上協会も発展できるのじゃな

いか、と考えられる点について愚見を開陳させて戴こう。

第ーに協会 の機関誌として好評を 博 している 、あの

「建築と社会J は、そもそも名称が建築と社会と 呼ばれ

ているからには、一応、社会のための建築と謂うふうに

解釈してもよいのではなかろうか、そうするとー慨に専

門的な立場にある、会員のみをもって足れりとしないで

もっと社会のあらゆる人たちにまで、深く立ち入って会

員とし、叉愛読させるとし、う方え導いていったらどう℃、

あろう 。

建築がその国の文化の象徴であり、重要な役割を持っ

ている点を、社会に向ってもっと深く喰い込まさせるニ

とを提唱したい、即ち、学校、工場、住宅、病院その他

諸々の施設について、一般国民の大多数に対し、建築の

真のあり方を会得せしめたい、案外、世人は建築物の中

で毎日暮している割合に、 建築というものの認識が薄

い、と断言できるのである。放に、協会は建築の専門家

と国民の大衆とを結び付け、極めて親しみのある建築と

社会の、使命を達成するように努力をするならば、会員

も現在の倍以上に発展させることは、左程困難ではない

と考えられる。 ( 大阪建設業協会工務部長〉

やってほしいこと 3 点

S 生

1、 外国建築の紹介といえば、 今 までアメリカ建築主

か西欧建築が主のようですが、もっとソヴエトの建築を

紹介してはいかが。先日みた[ モス F ワの建設」の記録

映画においても、細部はともかく 、機械化や、建築生産

システム等において、一応文句なしに、技術的な成果を

あげているように思われますら我々もい L 点はどしどし

学びたいと思います。

2、 建築協会に対して ρ のびないグという酷評があり

ます。 しかし、もっと若い人の意見が出るような委員会

なり組織を充させていくことも大切だと思うのです。そ

うすれば、もう少し、活発な会になり 、 ρ のびない H と

いうようなこともないだろうと思います。

3、 建築土会 ・学会 ・それに協会と 3 つの大きな会が

あって、突際のところしんどいです。 しかしいたずらに

3 者なり、 2 者を結合していくことも 、今までの業績や

しにせ( ? ) 上、出来にくいことでしょうが、何とか、

スァキリできませんか。或いは、も っと新しい現代の建

築界に革新的な気風を与えるような生き生きした会が生

れてもい L のではないで、しょうか。
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日本建築協会の活動・・・・お見おとしのないように・

一 会 報 5 月 分 一

「建築と社会」編集委員会

第 1 固定例編集委員会は 5 月12 日午后 4 時20分よ b朝

日ピ J レ本会々議室にて中村編集委員長外 6 名出席の下 iこ

開催された。 昭和28年度編集大綱の審議として事務局側

の希望として次記の如< 3 案を提出した。①創立記念号

②支部特集号③設備、電気、建材特集号、委員会は協議

の結果以上の 3; 震を了承企画に級込むこと iこした。夏 iこ

委員会は本年度も再び工場建築特集の企画を持つ こ とiこ

し、外国との資料交換を計ることにした。 其の他構造特

集号も心味ることにし編集内容 iこ就ても、建材広告記事

を掲載されば会員の京jするところ多と結論。其イ也協議さ

れ、午後 5 時30分散会した。

定例理事会

第 2 固定例理事会は 5 月13日午后 4 時よ b朝日ピノレ本

会議室にて東畑副会長外 7 名出席の下 iこ開催され、建設

省住宅局長申越 tこ係る 28年度一級建築士試験委員推薦に

関する件審議の結果本会よ b森田慶一、鷲尾健三、伴潔氏

ワイ

の三氏を候補者とした。 新中国の 「被河」の治7 l < 建設文化

映画映写会 iこ就て、協議保留と決定、住友生命保健会社よ

b退職金保健制度 lこ伴う協会の団体会員 iこ対し勧誘方を

協会事務局の代理庖経営とすること tこ関し審議の結果否

認。 昭和27年度収支剰余金処置の件は夫々準備金未払金

lこ充当処理了承、会員詮衡 。昭和28年度事業 iこ関し懇談、

各部門との連携密接を計 b、会誌tこ部門活動記事掲載強

化等意見交換され、午后 6 時散会した。

日本建築協会和歌山支部総会

第 4 困和歌山支部総会を 5 月16 日午后30分よ b 和歌山

市域内労働会館一階会議場に於て童F本幹事司会の下に総

会開催。布袋、島村田IJ 支部長外20余名出席。栗林支部長

病欠のため布袋冨IJ 支部長閉会挨拶、議F本幹事昭和27年 度

支部事業報告並決算報告、島村副支部長昭和28年度予算

説明一同承認。大和常務理事本部代表として、記念事業

協力に対し感謝、本年度事業見透し、九月頃建築と社会

の金支部号予定発表等 と挨拶後映写会 iこ引続き、竹中式

潜" i i 工法を狭写会場尺; 150 名余学生色合み、星霊会 iこな b

し時、本部理事の尾崎久助氏到着、協会理事として挨拶

後間博士の 「欧米の建築事情J と題する講演とスライド

で映写説明約40分に及び、会衆: 熱心に聴衆観賞する 。最

後に本部管工事部会から提供の Fこんなことは夢ではな

い」 と云う文化劇映画を映写終了午后 6 時総会盛会主里 iこ

散会する。

定例午霊会

第14回定例午餐会は 5 月21日正午よ b 日本経済新聞大

阪支社の今橋グラブ iこ於て竹腰会長外32名各部会会員 阪

府の下に開催し、今回の担当は管工事部会で、 特に間部

会よ b提供された会員提耕作氏監修の映画「こんなこと

は夢ではない」という題の管工事衛生啓蒙劇映画を午餐

後懇談観賞した。主主の他日本筈損保険大阪支所よ b提 供

の防火映画数巻色迫力目され、盛会 lこ1 時40分午餐会終了

した。

ニ級建築士受験の為の講習会

大阪府建築士会主共同主催の下 iこ大阪建設会館第一会

議場に於て 5 月25 日よ1 ) 6 月 9 日までの10 日間毎週 4 日

( 月水木金〉を日本建築協会々員メンバ - l こ依る講師ぞ

以て講習会を開催 110 余名の熱心なる聴、識者を得て終了

日迄続ーげ終識した。

移

ｾ＠ =  

笠 j l 貝 j

転

0 大洋組株式会社

. 6. .  

: D:  
;商

(1日〕北区絹笠町 50呑地( 堂ヒソレ 3 階〉

l 息

( 新) 北区梅田町47番地〈新阪神ピル 8 階811 号室〉

O 小野田セ メント株式会社大阪支底

( 新〉北区梅田町 2 呑地( 第一生命ピル 6 階〉

O大和工業株式会社 ( 代表者〕高橋芳夫

〈新〕北区進本町30電話豊崎37ー1516. 2823 

電話番号変更

0 小野田セメ ン ト株式会社大阪支底

( 新〉補島 ( 45) 7151- 3 ・7331- 8 ( ピル交換台〉

受 信 電 略 オ ウ サ カ オ ノ セ メ

0 大津組株式会社

( 新〉福島 ( 45) 5004 ( 直通)

( か〉福島 (45) 6131・7155 ・7551 ( ピル交換台)

ピル内線番号382 ・383

0 大津組 K K分室 狽 JII ( 35)  6701 ( 直通)

新加入会員紹介

団体会. 員

O大阪生コンクリート株式会社 ( 代表者) 松島清重

北区堂島浜通 2 の14 T E L福島@ 6131

〈シ営業種目 生コ γ グリ { ト供給業
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0 大阪マープリツク株式会社 ( 代表者) 堀川意文

大淀区長柄西通1の32

く〉営業種目 人造石製造

0 勝叉電気工業株式会社 ( 代表者) 勝叉国松

北区曽根崎上2の20 T E L  C堀川 ( 5 881)

く〉営業種目 篭気工事一般設計施工

0 株式会社山本鉄工所 ( 代表者) 山本保一

西区北境川田J 1 ノ54 T  E  L  C新田r3724)

。 営業種目 鉄骨娯鐙業

0 栗本商事株式会社 ( 代表者) 前島孫太郎

西区新田1・遁1の16 C大阪鋼材ピノレ) T E L  C新聞j ι 474)

< ) 営業種目 管工事材料販売並施工、鋳鉄管、パルプ

O株式会社近江屋 ( 代表者) 谷川惣太郎

南区西清水町 51 T E  L  C南1953)

。営業種目 ハイドラント銭置、 防火扉、消火器具類

。株式会社工英社 ( 代表者) ｾ質問喜一郎

西成区鴻通9の24 T E  L  ( 天下茶屋4628)

< ) 営業種目 アスフアルト 、ル ーフイ γ グ製造販売

O株式会社長野商底 ( 代表者) 長男法真

北区中之島6の8 T E L  C土 佐堀853)

。営業穣 目 アスフアノレト ・J レ{ プイレグ ・フェルト

O株会社伊藤喜商庖 ( 代表者) 伊藤事十郎

東区平野町2の17 T E  L  C北浜 1280)

ο営業種 目 金庫製作 其の他銅製品

浅 海 f台 平

って居る事は多幸であ る。

編 集 後 記

主記 ・会計の部門 では並び

大名のつも b で澄まして居れ

るのが、きて縄集 iこ来てみる

と如何にもと b残 さ れ た ー 老

人である 。ー

会誌の方は本月色 鷲尾 、致

問、井本、上問 、林野、其 !也

務先生の玉慨を得て精彩を放

若き委員諸君の真理告と 熱 意の尊 き も時移 b 人替 b将 に

三十六年自の歩みを半ばふんで、今夏ながら創始の恩を

想い仕l される 。

社会人の多〈が本誌を践んで居る左は思えないが、建

築の事は建築人 lこ一任すると謂う慨念が行渉って屠る以

」ニ、此の専問傾向の強き会誌にのみ頓らす'、裳 iこ三越に

於て意想外の成功を収めた講談会等々によ h対社会的に

数多〈呼懸り、之を会誌に再録すればー右二鳥の効果で

ゐる 。

私 iま来年じ卜才 iこなる 。 赤穂技士の械部弥兵衛金丸は

たしか行年七十六でゐったと思う 。 いつ何処で病死する

か辛IJ らぬ身を厭うて一日も早〈本'1裏金遂げる海 lこ関東急

進派の頭領であった事が首背きれる 。

56 

0 株式会社森誠光堂 ( 代表者) 森 大 三

住吉区万代町東2の5 T E L  ( 住吉5217)

ο営業混目 黒板製作塗替修理

京都支部

O 日本ス夕、ソコ株式会社 ( 代表者) 橋岡庄一郎

滋賀県甲賀郡石部田j 大字右部2476 T E L C石部65)

ο営業滋目 セ メ y ト系 プラスタ ーの製造販売

個人会員

O 井上問: 建 ( 弁上級) 0 片山鬼豊島 ( 自営) 0 清水隼 人「建

築設計事ム所) 0 谷山疋義( 畷建設) 0 松 凡 方失( 井上エ

ム腐) 0 森信太郎( 浅川組) 0 吉田正太郎( 吉岡鉄工所〉

O 有井二郎郎( 富士建築工務K K) 0 沢田忠ニ ( 鎖淵化学

工業大阪工場工作諜) 0 山中正志 (福助足袋株式会社建

築係) 0 山本博章( 住友電気工業伊丹製作所工務線設計

係) 0 岩下元哉( 近畿地方建設局営繕在日計画課長) 0 綿

谷 弘 ( 荷負会社) 0 甲斐亮 ( 東洋紡線材一式会社技術部〕

O久米保衛( 大阪建設業協会事務局長) 0 熊沢昭治( 井上

浄夫商応) 0 須 賀 栄 - ( 須賀工業株式会社取締役) 0 楕

弁多喜失( 矢島建設株式会社) 0 古 }IIIEC日本専売公社営

繕) 0 向井正也( 京都美術大学〉和歌山支部O 新谷良一

( 請負業自営) 0 小倉清 ( 工務庖自営〉兵庫支部O 大詰:

真 喜夫 () 京都支部O 中野弘三( 奈良電鉄技* l 可部〉 中国

支部O 山下電起( 大之木建設 K K)

歳の順から地下の片問先生にお自にか、った時、兎に

角建築会館Tごりは建て』来ましたよと軽き得意の報告が

したし、。

しようも無いものを建てたピろうと私共 iこ対する殊更

の表情の:慢に渋面の寝を視ることが、私の因果な悲願で

ある 。

羽織削る迄に目出度き柱かな Ｍｪｦｾ＠

( 浅海編集理事記〉

係より、 八月号 lこ創立記念特集号を予定 していました

が、都合に よ b、11月号 に延期しました。

建 築 と 社 会

第 3 4輯 第 7 号

売 価 1 都 80門 C送料共〉

昭和28年 6 月初 日印刷 ・昭和 四 年 7 月 1 日発行

編集発行人 沖 田 誠

ｾ行所 社 団 法 人 日 本 建 築協会

大阪市北区中ノ烏3 ノ3朝日ピル

電 話 北 浜 ⑧ 1 3 3 4 - 9 呑

掠 替 口 座 大 阪 3 9 9 7 5 呑

大 阪 市 北 区 金 山 田 丁 6 6  

印 刷 者 網 野 栄

大 阪 市 北 区 堂 はJ 町 6 6  

印 刷 所 株 式 会 社 研 文 社 崎 将 出 喧2056訴)



紳 戸 銀 行 本 庖

新 築 概 要

位 置 紳 戸 市 生 田 区 浪 花 町 56. 57番地

工 期 起 工 昭 和 2 7 年 1 月

接 工 昭 和 2 8 年 6 月

敷 地 面 積 8  5  3.  9  1 坪

建 築 面 積 6d1. 75坪 ( 新鋭・437. 69 旧官官264. 00坪)

建 築 細 面 積 3. 302.82坪 (新2091 .871日1. 300. 095坪)

階 数 地 下 1 階 地 上 6 階 塔 屋 付

主 体 構 造 鉄 骨 ・鉄 筋 コ ン ク リート 遁

軒 高 2 1. 2 5 0 米

設 計 監 理 日 建 設 計 工 務 株 式 会 社

主体工事施工 株 式 会 社 竹 中 工 務 庖

冷暖房・換気・設備施工

須 賀 工 業 株 式 舎 吐
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